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大管長会メッセージ

「くい 」 を強 め よ

大管長

エズラ ・タフト ・ベンソン

「く
い」という語 は象徴的な言葉です。大きなテン トを思い浮かべてみて くだ

さい。テントを支 える綱は 「くい」でしっか りと地上 に固定 されています。

予言者たちは末 日のシオンを地上 を覆 うひとつの大 きなテン ト，つまり天幕 にた

とえました。 この天幕は多 くの 「くい」に結 ばれた綱で支えられています。 もちろ

ん，これ らの 「くい」，つまりステーキ部 とは全世界 に広がる様々な地理上の組織

単位 を指 しています。現在，私たちイスラエルの民は各地のシオンのステーキ部 に

集合 しています。

皆 さんにステーキ部の目的を1まっきり理解 していただ くために，い くつかの聖句

を引用 してみたいと思います。

「また，シオンまたは組織せ.られたるシオンのステーキ部 内にて子供を有す る両

親あらば，その子供八才の時，悔改め，生 ける神の子キ リス トの信仰，バプテスマ

あんしゆ こうべ とどま

と按手による聖霊の賜 などの教義 を教えて理解せ しめざれば，罪その両親の頭 に留

お き て

るべし。およそシオン， またはその組織せ られたるステーキ部内に住める者の律法

ごと
はか くの如 し。」(教 義 と聖約68：25-26)

この聖句の中にステーキ部 の主要な目的のひとつを見 いだす ことがで きます。

「シオンの子供」を持 つ両親がイエス ・キ リス トの福音 を彼 らに教 え
，救いの儀式

を行 なえるようにステーキ部 は組織 され ました。その目的 は聖徒たちを全 き者 とす

ることにあ り， しかもそれ は，家庭で福音が効果的に教えられてこそ実現するもの

なのです。

ステーキ部の役割とは，会員

たちの一致を図って彼らを全

き者とし，義の 「はたじる し」

となり，悪の 「守り』となり，

将来吹き荒れる嵐の 『避所護

となることである。
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ステーキ部が組織 されたときにのみ，会員 に恩恵をも

たらすための教会の完全なプログラムが承認 されます。

つまり若い男性 と成人男性のための神権定員会，教会の

補助組織のプログラムが完全に行なわれるようになりま

す。 これらは，家族 と個人が福音に対する証 を得てそれ

を強め，地上における試 しの生涯の間，霊的な面で成長

する準備がで きるように用意されています。

別の啓示 の中では，主はこう言われ ました。「すなわ
ひろ

ちシオンはその美 と聖 とを増 し，その境域 は拡が りその
なんじ

ステーキ部は堅 うせ られざるべからず。われ誠に汝 らに
た

告 ぐ，シオ ンは起 ちてその美 しき衣を着 けざるべか らず

と。」(教 義 と聖約$2：14)

この中で主はステーキ部のもうひとつの大 きな目的に

ついて述べてお られます。それは，ひとつの美 しい 「し

るし」 として世のすべての人の目に映 るようにする， と

い うことです。「その美しき衣を着けざるべか らず」 と

は，自らを 「聖徒」 と呼ぶすべての会員が努力 して到達

すべ き内面的な清 さに言及 した ものであることは言 うま

で もあ りません。 シオ ンとは 「心 の清 き者」(教 義 と聖

約97：21)と いう意味です。

主がご自分の選 ばれた民 に期待 しておられる清さの標

準を会員たちが生活の中に取 り入れて実践するとき，シ

オンのステーキ部 は力を増 し，その領域を広げてい くの

です。

どの時代 の予言者 も 「シオンよ，……力 を着 よ」(イ

ザヤ52：1)と 語 って きました。予言者ジ ョセフ ・ス ミ

スはこの言葉 を次のように解説 しています。「〔これは〕
おい

神が末の世に於て呼びた もうべき者たちを指せ るなり。
おこ あがな

この者たちは，再びシオンを興 しイスラエルの蹟いをな
も

す神権の権能を有つ。また，力を着る とは神権の権威 を
まと

纏 う ことに して， こは系統 に よ りて当然 シオ ンの受 くべ

き ものな り。」(教 義 と聖約113：8。 下 線付加)

主 が与 えて くだ さったほか の啓示 の中 に も， ステーキ

部 の目的 について次 のような説明があ ります。「誠 にわ
なんじ おの

れ汝 らすべてに告 ぐ，汝 ら起ちて己が光を輝かせ。 これ
くにたみ

汝 らの光 よろずの国民のはたじるしとならんため， シオ

ンの土地 とまたシオンのステーキ部 とに集合すること，
ぽうぎょ さけどころ

一つは防禦 のため とな り，また暴風雨 の避 所 とな り，

憤 りのありのままに全地に注がるる時に一つの避所 とも

ならんためな り。」(教 義 と聖約115：5-6)

この啓示の中で私たちは，すべての国民の 「はたじる

し」 となるために自らの光 を輝かすように命 じられてい

ます。 この 「はた じ るし(standard)」 とは 「標準」を

意味します。標準 とは正確 さや完全さを見極めるための

尺度であると言えます。聖徒たちは世の人々が仰 ぐ清さ

の標準 となるように期待 されています。それがシオンの

美しさなのです。

次いで主は， シオ ンのステーキ部は 「一つは防禦のた

め となり，また暴風雨の避所 とな り，憤 りのあ りのまま

に全地 に注が るる時に一つの避所」 となることを示され

ました。ステーキ部は聖徒たちにとって目に見 える敵 と

目に見 えない敵か らの防御 とな ります。 この防御，つま

り守 りとは，神権系統 を通 じて与えられる指示 を指 し，

それは証を強め，家族 の結束 を促 し，個人が一層正 しい

生活 を送れるように励 ましを与えるものなのです。

主 は教義 と聖約に収 められた啓示の 「はしが き」め中
すみやか

で， 次 の ように警告 してお られ ます。「その 日 〔は〕速
しか

に来 る……。而 して地より平和の取 り去 られ，悪魔 自ら

の領土を支配する時はなおいまだしといえども今や近 き

にあ り。」(教 義 と聖約1：35)

この啓示が与 えられてか ら160年 を経た今 日， この予
ま

言の成就 を私たちは目の当た りに見ています。サタンは

ますます燃え盛 る怒 りに任せて 「自らの領土」であるこ

の地球上で力を振 るっています。かつてこれほどサタン

が大 きな力を持 っていた時代はほかにあ りませんで した。

聖霊を自らの導き手 とし，神権指導者の勧告 に従 う人々
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福音のメッセージを人々に伝える機会を

見付けなければなりません。

教会の発展は会員伝道活動に

かかっています。

だけが，悪の力が引 き起 こしたこの荒廃か ら救われるで

しょう。

主はこの 「はしが き」 となる啓示の中で，さらに次の

ようにも言われました。「主 もまたその聖徒 らを支配 し，
まんなか

そ の真 中 にあ りて これ を統治せ ん。」(教 義 と聖約1：36)
しもべ

主は， ご自分の油注がれた僕やステーキ部，ワー ド部の

指導者 を通じてそのようにされ るのです。

モルモン経の予言者二一ファイは，世界各地のステー

キ部に聖徒たちが集う日を予見 しました。聖徒たちの存

在 を脅かす滅亡の嵐が吹 き荒れ るとき主が彼 らを守 りた

もう時代 を，二一ファイは見たのです。彼はこう予言 し
ち か ら

ています。「私二一 ファイは，神 の子羊 の能力が子羊の

教会の聖徒 らと，主の誓約を受 けて世界の各所 にちりぢ

りとなった民の上 とに下 り， これ らの人々が義 と大 きな
もつ

栄光にかがや く神 の能力 とを以て武装 したのが見えた。」

(1二 一ファイ14：14)

末 日には様々な危険，災い， そして迫害のあることが

啓示されています。 しか し，聖徒たちは正義 によって救

われるでしょう。モルモ ン経の中にある主の約束は確実

です。「神 はその能力で必ず義人 たちを守 りた もう。」

(1二 一ファイ22：17)

以上の啓示から，ステーキ部 には少なくとも4つ の目

的のあることが理解できます。

1.そ れぞれのステーキ部は，3人 の大祭司が高等評

議員 と呼ばれる12人 の男性の助 けを受けて管理し，特定

の地域 に住む聖徒たちにとって，教会組織のひな形 とな

ります。その目的は，ステーキ部の境界内に住む会員た

ちに教会のプログラムを提供 し，様々な儀式 を執 り行 な

い，福音を教 えることによって，会員たちの一致を図 り，

彼 らを全 き者 とすることにあ ります。

2.ス テーキ部の会員たちは，正義の模範，「はたじる

し」，標準 とならなければなりません。

3.ス テーキ部 は 「守 り」 とならなければなりません。

ステーキ部の会員たちが地元の神権役員の下にひとつ と

な り，各 自が献身的に自らの義務 を果たし，誓約 を守る

ことによって，それは実現 され ます。 またこれ らの誓約

を守 るならば，過ちや邪悪，不幸から守 られるでしょう。

教会はステーキ部 に神殿 を建てます。神殿 の祝福 と儀

式 を受けることによって昇栄に備 えることがで きるか ら

です。 もちろん，ステーキ部ごとにひとつの神殿 を建て

ることはできません。 しかし私たちは現在， きわめて顕

著 な， というよ り，奇跡的な勢いで，世界 の各地 に神殿

を建設 しています。 こうしたプログラムを通 じて教会員

は主の完全な祝福 を受 けられるようにな ります。

4.ス テーキ部は全地に嵐が吹 き荒れるときの 「避所」

です。

これら4つ の目的を念頭に置いて，ステーキ部内に住

む教会員の責任 について考えてみましょう。

1.私 たちは人々の前にイエス ・キ リス トの福音の光

となる必要があ ります。救い主は次のように命 じられ ま

した。「汝 らはいかなる人物 にてあるべ きか。 まことに

汝 らはわれ と同じ人物ならざるべか らず。」(皿 二一ファ

イ27：27)

2.福 音 のメッセージを人々に伝 える機会 を見付 けな

ければな りません。教会 の発展は会員伝道活動にかかっ

ています。 しかも，会員伝道活動は教会員一人一人の成
かぎ

長を促す大 きな鍵のひ とつなのです。

3.私 たちはで きることをすべて行 なって，自分 の息

子や孫息子が伝道に出る準備がで きるようにすべ きです。

どの男の子にも伝道のための預金口座 を持たせてくださ

い0

4.家 庭を愛 と和合一致のある 「避所」にして くださ
ささ

い。父親の指示の下 に， どの家族 も祈 りを捧げ，福音 を

学び，家庭の夕べ を開 くようにして ください。

5.神 殿の祝福 と儀式を受けるように努 めなければな

りません。 これは，正直，誠実，純潔などの主の戒 めを

聖徒 の道/[991年8月 号
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それぞれのステーキ部は，3人 の大祭周が

高等評議翼と呼ばれる12人の男性の助けを受けて管理し，

特定の地域に住む聖徒たちにとって，

教会組織のひな形となります。

守 り，主が召された神権指導者を支持 している， という

ことを意味 します。男性会員 はメルキゼデク神権に聖任

されるにふさわ しい状態にある， という意味で もありま

す。

6.私 たちには，亡 くなった親族 のために神殿 の儀式

を行なう義務があ ります。それは同時に，神殿 に名前 を

提出す るために必要な探究 を行なうということで もあ り

ます。先祖 と永遠 にわたって結び固められなければ，昇

栄を得 ることはできません。

7.家 族 として自立で きるように努 めなければな りま

せん。1936年 以来，教会員 は，食糧，衣料，可能であれ

ば燃料 も1年 分 を蓄えるように勧告 されてきました。こ

うすることによって，仕事 を失った とき，収入が途絶 え

たとき，災いに遭 ったときでさえ，啓示に述べ られてい

るとお りそれ らを乗 り切 ることができるのです。

8.神 権者は，組織 されたホームティーチ ングを通 し

て，定員会会員 とその家族を見守 り，心を配る必要があ

ります。私たちは，教会活動に十分に参加 していない担

当先の教会員一人一人に対 して，関心を持たなければな

りません。

9.教 会 のプログラムや活動 に参加 しなければな りま

せん。安息 日を聖日とじて守 り，集会に出席 し，与 えら

れた召しを受 け入れ，その召 しを全力を尽 くして遂行 し

て ください。みずか ら進んで奉仕するなら，大 きな喜び

が得 られることを約束 します。

10.成 人会員は全員，什分の一 を完全 に納め，断食献

金 を惜 しみな く捧げるようにして ください。

私 は皆さんに証 します。 この業は主のみ業であ り， こ

の世で最 も価値 あるみ業です。神の祝福があって，私た

ちが忠誠を貫 き， この偉大なみ業を雄々しく証できるよ

うに願 ってます。

最後にモルモン経のあの偉大 な予言者モロナイの勧告

を引用 しておきたいと思います。

「シオ ンの娘 よ，汝 は再び散 り乱れない よう， また永

遠の御父がイスラエルの家に立てたもうた誓約が果 され

るよう，その美しい衣 を着，そのくいを強 くし， また と
さかい

こ しえにその界 を広 くせ よ。」(モ ロナイ10：31)□

(教会のステー キ部のために， エズラ ・タフ ト・ベ ンソン大

管長が語った説教 より)

ホ ー ム テ ィーチ ャーへ の提案

1.主 は次の4つ のお もな目的のためにステーキ部 を組

織された。

①ステーキ部内に住む会員たちの一致 を図 り，彼 ら

を全 き者 とする。

②正義 の模範 となる。

③会員のための 「守 り」 となる。

④地上 に嵐が吹 き荒れるときの 「避所」 となる。

2.ス テーキ部内に住 む会員たちには次のような責任が

ある。

①福音の光 とな り，人々に福音 を伝 え，息子や孫息

子たちに将来伝道 に出る備 えをさせる。

②家庭 を愛 と和合一致のある 「避所」 とする。

③ 自分 自身 と亡 くなった親族のために神殿 の儀式を

受 け，神殿 の祝福 を求める。

④ 自立する。

⑤教会のプログラムや活動 に参加する。

⑥什分の一 を完全に納 め，断食献金 を惜 しみな く捧

げる。
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真 の 「司祭職 」

アン ・レム リン ・ルイス

神
権 の回復 について読 んだ とき， ファン ・シエ は，

ド

もっ と知 る必要が ある， と思いました。「以前い

た教会の司祭職 を解かれて以来初めて， もう一度神権 を

受けられるか もしれない， と思いました。」シエ兄弟 は

そう語 ります。

カ トリックの司祭 を18年 間も務め

た後，シエ兄弟 は 「霊 的なむ な し

さ」を覚 えてその職 を去 りました。

ところが今や，回復 された福音を学

び，神の本当の神権 をまさに見いだ

そうとしていたのです。

ファン ・シエ兄弟は，1922年8月
タ　イエ

23日 ，中国の大冶 という人里離れた

農村に生まれ ました。正規の教育 を

受け始めたのはやっと10歳 になって

からのことでした。私立の学校で4

年間学んだ後，カ トリックの学校 に

籍 を置き，イエス ・キリス トについ

て学び始めました。 こうしてカ トリ

ック教徒 として洗礼 を受けました。

「私は，善良なカ トリックの宣教師

の模範をた くさん見て，おそらく中

国には，イエス ・キリス トについて

た。 そ こで は， イ タ リア語， ラテン語 ，法学 を4年 間学

び ま した。次 に， フラ ンスのパ リに移 り， この地 で，聖

書 の原文 と様 々な翻訳 をよ り正確 に理 解 す るた めに， フ

ランス語， ギ リシャ語 ，ヘ ブ ライ語 ，英語 ，スペ イ ン語，

ドイツ語 を学 び ま した。救世 主 について可能 な限 り学 び

た い と望 み ま した。

1967年 ， つい にイエス ・キ リス ト

教えるカ トリックの宣教師がもっと必要ではないか と考

えたのです。そして，司祭になろうと決心 しました」 と

シエ兄弟 は語 ります。

シエ兄弟のその決心を実現する道の りは長 く困難なも
ウハハン

ので した。 まず，武漢にあるカ トリックの神学校に4年
ペ キ ン

間通い，次いで首都北京にあるカ トリックの大学で学び

ました。1年 後 には共産軍 が北京 を掌握 し，シエ兄弟
シヤンハイ

は上海 に避 難 して， その地 でオ ー ロラ ・ジ ェズ イ ッ ト大
ホン

学に通いました。共産軍が上海に侵入すると，今度 は香
コン

港のカ トリック神学校へ移籍 しました。次 に，政治的な

理由によって神学校 はマカオに移 され，マカオで シエ兄

弟は，カ トリック教会の司祭 として叙任 されたのです。

叙任後，イタリアのローマに赴任することになりまし

について人々 に教えるというシエ兄

弟の年来 の望みが実現 しました。台
タイペイ フヒ ジエン

湾の首都台北 にある輔 仁カ トリッ

ク大学の学長，ユー ・ピン枢機卿か

ら，哲学およびフランス語の教授 と

して招かれ ました。 この仕事の中で，

シエ兄弟は，次第に強 くなっていた
の

イエス ・キリス トに対する証 を宣べ

伝え始 めました。
「18年間，私は教壇 に立ち， また

司祭 としての務 めを果た しました」

とシエ兄弟は語 ります。「多忙で し

たが，幸福ではあ りませんでした。

ヨーロッパで勉強 し，教師，学生，

大学教授，従軍牧師や神学校 の校長

と，実に変化に富んだ生活 を送 りま

したが，心は満たされなかったのです。」

カ トリック教会には，シエ兄弟にとって窮屈な規則や

慣習 もありました。た とえばある種の本は読む ことを禁

じられていました。でもシエ兄弟は，で きるだけ多 くの

本を読 んで視野を広 げたかったのです。叙任 された司祭

として悩 んだもうひとつの問題 は，次 の主のみ言葉でし

た。「人がひ とりでいるのは良 くない。」(創 世2：18)

「私は病魔 に襲われ，世話 をして くれる人がそばにだ

れ もいなかった とき，特にこの聖句が現実昧を帯びて感

じられました。 とても寂 しく思いました。共に人生を歩

む伴侶 の必要性を痛感 したのです。永遠に独身でいるこ

とは正し くない と，そのとき思いました。」

こうした感情が時 と共に大き くなっていきました。っ
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通 りは狭 く，路地 よりもわず

か に幅があるだけですが，世界 中か ら

やって来た人の群れであふれています。

半ズボンをはき，サングラスをか けた

旅行客，様々な宗派の法服 を身にまと

った人々，機関銃 を抱 えた若い兵士，

丸い帽子をかぶったユダヤ人の男性や

少年， ゆるやかなローブ と羊飼 いのか

ぶ りものを身に着 けたアラブ人， この

ような人たちとは対照的にビジネスス

ーツを着込んだ人 もいます
。小 さな子

供たちが人込みの中を矢のように走 り

抜 けてい きます。

スーク(「市場」の意)を 進 んでい くと，

安価な品物 を売る声が至る所か ら聞 こ

えて きます。その品物の種類の多 さに

は圧倒 されます。店主たちは，自分の

店の前 の通 りにまで商品を並べて宣伝

しています。かごの中はくるみや果物，

野菜でいっぱいです。 ししゅう入 りの

長い ドレスが頭上 にぶ ら下がってい ま

す。棚 の上 には，オ リーブの木 を彫 っ

て作った宗教的な像が数多 く並べ られ

てい ます。真ちゅう製の料理用品，銅

製や銀製の皿，光沢のあるアルメニア

製の陶器，ペルシア製の水差 しが何列

も並べられています。 また，金や銀の

装飾品，羊 の皮，革のコー ト，異国情

緒豊かな光沢の美 しいじゅうたんな ど

が どこまで も途切れることな く並んで

います。

ファラフェル(香 辛料 とす りつぶ し

た野菜を混ぜ て揚 げたもの)を 作 って

いる人が います。 シシカバブ(中 近東

の羊肉料理)を 焼いている人 もいます。

焼 きたてのパ ンの香 りが不思議な香辛

料の香 りと混 じり合います。 ドアの前

に立った商人が私 たちに中に入るよう

に と招 いています。様々な国の音楽が

ラジオか ら流れてきます。

私は，妻 のメアリー と共 に，キリス

ト教徒，ユダヤ教徒，イスラム教徒に

とって大切 な宗教関係 の商品 を売 って

いる店 に立 ち寄 りました。あれ これ と

手 に取 って眺めてい ると，小柄 でほっ

そ りしたアラブ人 の店主が，その意味

と使い方 をい くつか説明 して くれまし

た。それか ら彼はコーランについて も

話 して くれ ました。

私たちは何 を買 うかを決め，当然，

値引交渉 を始め ました。 しか るべき値

段 に落 ち着いた ことを望みつつ， その

店 の主人 に真新 しい紙幣 を渡 しました。

彼 は紙幣を数え，驚 いた ことに1枚

を返 してきました。「もらいすぎです」

と彼 は説明 しました。新 しい紙幣が張

り付いていたため，紙幣 をた くさん渡

しす ぎていたのです。

「あ りが とう
。あなたの正直 さに感

謝 します」 と妻が言いました。

「いえ
，私はあなたに対 して正直 な

わけではありません」 とその男性 は答

えました。「私 は， 自分 と自分 の家族

に正直でありたい と思っているのです。

不正直な手段で得たお金で自分の家族

の食料を買いた くないだけです よ。」

私たちは，人でにぎわう騒々 しい通

りに戻 りなが ら，値引交渉で得た以上

の ものを得た ことに気付 きました。真

新 しい紙幣1枚 のために自分 の徳 を売

るようなことをしなかったアラブの友

人 の思い出 を心に残す ことがで きたの

です。□
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祝福師の

祝福 に添 って

人生を計画す る

七十人

リチャー ド・P・ リンゼー

、 、

私
は幼 いころに父 を肺炎で亡 くし

ま した。 その数 日後，当時14

歳 だった兄 も別 の病 で亡 くな りました。

1930年 代初頭，国中に大恐慌 の嵐が吹

き荒れているさなかのことで した。失

業者が増加 し，思 うような収入 も得 ら

れない時代 でした。看護婦だった母 は，

そのような時代 にあって も苦労 して私

たち5人 の子供 を養って くれ ました。

子供の私た ちにとっても生活は楽では

なく， これからどうなってしまうのだ

ろうと思 ったこともよ くあ りました。

しか し，その ような苦 しい時期 にあ

って， きの うの ことのように思い出さ

れるひ とつの出来事がありました。そ

の出来事 によって私は，勇気 と希望を

持って自分の将来 を考 えられ るように

なったのです。

父が亡 くなって1年 ほど過 ぎたころ，

父のい とこにあたるイズリール ・ベニ

オン兄弟が我が家 を訪れ ました。 それ

しんぽく

は親睦のためではな く， ステーキ部祝

福師 としての訪問でした。私たちは体

をごしごし洗い， よそ行 きの服 を着て，

その威厳のある男性が私 たちの頭に手

を置いて，祝福師の祝福 を授けて くれ

る順番が来 るのを待 ちました。

当時私はまだ7歳 で，自分になされ

ていることの大切 さを十分 に理解で き

る年齢 ではあ りませ んで した。(教 会

で は現在，祝福師の祝福 を受けるのは，

それを理解で きる年齢 に達するまで待

つように勧 め られています)し か し，

その とき私 は，断食証会で感 じる気持
けいけん

ちにも似た とて も敬度 な気持ちにな り

ました。祝福 は簡潔なもので したが，

生涯を通 じて進むべ き道 を決める際の

導きとなるであろう， という彼 の言葉

が心に残 りました。

幼いなが らも私 は，ベニオ ン兄弟か

ら授かった祝福 の言葉 に強い印象 を受

けました。ベニオン兄弟 は私が成長す

祝福師の祝福は

生涯を通じて

導きを与えて

くれます。
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深

ろ

用

が

し

ら

ま

標

よ

に

受

し

ル

は

こ

に

分

で

な

い

い

る

職

が

で

エ

に

る

の

自

ん

る

思

高

す

の

私

ん

ラ

る

な

す

。

せ

来

と

で

を

督

は

せ

ス

す

に

わ

た

ま

が

う

実

活

監

手

ま

イ

解

代

表

し

き

日

よ

誠

生

は

相

り

，
し

職

り

も

う

活

私

清

局

し

も

，

は

。

が

と

　

従

た

テ

響

し

に

し

町

影

と

軍

ま

の

の

供

海

き

者

世

子

国

行

拓

，
の

衆

て

開

は

格

合

え

な

私

性

，
携

か

た

な

中

を

静

つ

気

戦

文

の

育

内

．大

福

州

で

て

界

祝

タ

ル

れ

世

も

ユ

ビ

ら

次

際

で

ズ

守

二

た

ま

一
ら

第

し

れ

ラ

か

軍

そ

一
力



メて

し

つ

増

な

に

□

と

々

．、
。

源

徐

う

の

が

よ

力

仰

し

な

信

で

き

の

と

大

へ

こ

が

父

く

福

天

い

祝

た

て

の

ち

れ

師

満

ら

福

に

え

祝

愛

加

代

ら

、
，

時

さ

き

き

に

と

多

険

る

し

危

す

試

を

面

の

仰

直

、

こ

信

に

。
が

力

う

ん

圧

よ

さ

や

し

皆

惑

で

，
誘

す

て

な

わ

つ

う

表

あ

よ

を

に

す

福祝ういと」福祝の而自福祝
「

を

ら

か

福

ば

る

祝

す

あ

の

で

が

師

切

安

福

大

不

祝

ど

な

。

ほ

う

ん

れ

よ

せ

ど

の

ま

が

次

・
り

分

り

あ

自

は

は

て

や

で

見

も

の

ら

で

る

か

れ

け

目

そ

受

の

。

に

主

す

り

ま

か

窮

り

ば

あ

な

め

で

に

た

福

会

の

祝

機

来

が

る

将

体

知

は

自

に

福

と

か

祝

こ

じ

準な分十はたま魁喝窟し達に齢年な分十にるけ受を福祝の師福

の

る

を

鵡

覗

駕
糠 眺なが信確瓜喝ひ聴瀞

あに齢年な分掛

魏

分

眺

．”

誌

糺

嚇

て

功

轍
畿
勃

勃

π

鳳

囎

跡

で

る

π

やラ

コ

し

噛
活
欝

磯
謙
囁
あ

測

灘
犠

部

の

う

で

な

福

い

の

う

祝

と

な

よ

た

る

部

う

れ

か

一

思

さ

授

の

と

束

を

な

い

約

孫

ず

い

に

子

き

も

親

る

い

て

両

な

し

え

が

義

ら

伝

身

が

ば

に

自

親

す

た

ん

両

の

な

さ

そ

あ

皆

ば

が

，

，

え

身

ば

と

と

自

ら

つ

た

ん

な

き

。

さ

る

。
う

皆

ラ

ラ

し

し

ょ

，

て

さ

し

ら

け

だ

で

た

受

く

く

し

を

て

付

と

福

み

気

た

祝

て

に

い

の

ね

と

て

師

尋

こ

れ

福

，
る

ら

祝

か

あ

え

が

い

で

与

親

な

つ

を

どは合場いないてつ思くしま好をと
フ
」く行に会教や合場いなで員会教が親両

　か〉つよしでいよらた

ら得を案提ていつに法方る得を解理の

・

親眺さだくてみてし談相に市

親

と

乳

両

が

と

束

。

ａ

し

る

分

ひ

約

す

う

鵡せまえ思はとる物蔀机謎吻翻鄭徹蹴葡

岬

％
翫

糊

ほ

姻

督

で
自

生

は

大

い

ち

る

し

た

け

正

私

受

。

，

を

い

し

福

さ

か

祝

だ

し

の

く

而
甲

む
　

て

い

福

つ

さ

祝

な

だ

。

く

く

〉し

監

・る

生

も

を

れ

をろこワ」みのぞたま瓜い

。

な

し

て

さ

す

ま

わ

し

だ

で

で

さ

話

く

の

の

ふ

に

て

な

る

，
督

め

と

れ

ら

監

留

こ

さ

脈
隣

蝶

の

ば

と

を

こ
欝
ヲ
し

肋
双
厳
卿
榊

鵜

錨

勤

活

皆

切

翫あで安不か〉つどかるれらけ受隠潟力

な

臥

分自

い

，

き

人

何

て

□

し

て

と

↓

の

え

。

正

し

る

ん

か

備

う

。

通

け

さ

ほ

が

よ

す

を

受

皆

は

主

し

ま

活

を

は

れ

に

で

れ

生

鮎
餐

と

そ

ん

る

ら

の
脚
聖

福

。
さ

な

お

で

，
祝

い

皆

と

て

ま

き

の

さ

る

け

し

れ

と

師

だ

守

助

示

こ

た

福

く

を

る

に

は

け

祝

て

め

す

で

ん

受

。

め

戒

解

す

さ

を

す

留

，

理

を

皆

マ

ま

に

と

て

ろ

。

ス

い

心

性

し

こ

す

テ

て

，
能

通

こ

で

プ

し

を

可

を

み

れ

バ

を

と

き

霊

の

ぞ

。

意

こ

べ

聖

分

が

た

決

る

く

，

自

ど

し

の

あ

驚

て

こ

な

ま

そ

で

た

い

る

さ

き

に

れ

れ

つ

す

実

て

で

わ

ら

に

対

誠

れ

す

表

め

福

に

，

ら

，

の

秘

祝

ん

み

え

に

愛

に

い

さ

れ

教

き

の

分

し

皆

励
憐

を

と

主

自

ら

は

，

と

た

る

，

ば

主

順

こ

け

す

て

す

，

従

の

受

対

し

る

は

，

ら

を

に

増

れ

実

活

れ

権

人

も

ら

生

こ

神

一

に

お

号羽咋旧

刀

／道の徒聖

り

し

は

，

に

し

る

束

も

と

々

で

い

う

か

し

約

で

る

荒

こ

交

よ

し

道

の

場

き

が

そ

び

の

。

は

中

戦

で

私

。
飛

日

た

福

の

，
仕

な

す

が

毎

し

祝

そ

ち

奉

篇
麟
畿
撫
難
贈
鎌
饗
灘
欝
認
鷺
騨
齢

凝
欝
篇
謙
㈲
驚

鄭
蕪

蒲
勘
讐
融
覇
聡
鮒

し

飛

す

道

い

再

役

，
え

が

ツ

伝

よ

」

つ

る

て

が

れ

つ

祝

喜

。

伴

わ

子

ま

に
以
漬

不

て

も

て

て

ら

望

ロ

ベ

に

者

持

め

し

私

く

思

の

る

す

の

味

を

ち

活

購
冒

の

し

で

し

つ

長

希

　

宣

葉

る

を

留

還

，

て

と

師

れ

で

れ

を

み

福

文

を

り

，
か

と

に

ら

た

に

た

そ

る

と

の

く

福

鱒
向

あ

を

道

た

う

な

つ

孫

い

と

す

び

る

強

祝

め
用

で

と

伝

め

よ

ば

か

子

て

供

入

喜

い

。
始

る

れ

授

い

れ

子

参

に

て

力

う

の

の

こ

，

い

主

２

る

た

し

て

け

が

し

さ

の

に

さ

し

。
も

と

「

４

あ

し

探

保

な

私

ら

及

人

殿

ま

だ

　

育

生

を

分

慢

こ

と

よ

き

う

ヨ

を

言

て

威

に

帰

も

け

い

福

ま

ら

ぞ

び

し

す

私

あ

て

い

神

自

自

こ

べ

に

生

い

音

の
も
有

権

心

ら

き

助

な

祝

恵

か

れ

喜

楽

で

響

蕪

織

騰

謙撫

霧

碗
諺

搬

諜

Ｑ
踊
難

諦
齢
胴

灘
蕪
難

。
大

は

，

す

歩

の

私

の

導

福

つ

も

が

す

偉

ン

く

で

進

私

も

を

祝

添

て

ゴ
Ｚ
⊃
Σ
一⊃
⊃
一く
＝，
卜
』
｝工
Ｌ
く
＝
⊃
⊃
一⊃
＝
工





答応疑質

的目の生人の性の女身独

動

し

，

見

満

勢

自

正

も

を

，
大

，
も

ら

値

れ

は

が

え

が

価

疲

性

と

考

な

の

や

女

こ

う

ち

分

独

る

る

い

持

自

孤

い

い

と

を

，

，
て

の

す

供

れ

ず

じ

供

ら

子

さ

き

感

子

た

。

め

で

を

や

も

、
ん

の

が

い

と

を

せ

ち

と

思

こ

せ

ま

打

こ

ぬ

む

日

生

分

な

考

な

普

す

々

続

い

て

か

機

に

に

最

あ

仕

験

こ

ち

末

人

自

い

り

念

と

ま

人

ち

の

の

，

，

て

か

残

る

き

の

持

力

怠

，
心

要

の

れ

状

陥

に

尊

必

分

ら

た

に

中

自

か

自

け

つ
醐
欄

の

，

と

も

受

い
楓
憐

ち

り

る

つ

見

う

己

た

な

い

い

が

こ

自

性

に

て

，

人

。
な

女

的

れ

じ

る

す

度

の

極

か

感

い

で

過

徒

消

欺

と

て

と

，

聖

に

は

い

え

こ

通

む

る

幸

り

に

す

れ

す

身

し

い

れ

ば

は

な

い

か

を

努

を

ば

多

が

身

つ

こ

き

ゆ

を

が

い

い

に

あ

生

だ

さ

ま

独

胆

失

さ

と

の

に

て

ほ

り

て

力

え

り

り

独

と

る

働

ら

び

も

て

持

の

分

苦

。

て

的

く

人

い

た

い

落

を

と

こ

る

態

つ

わ

つ

努

従

よ

憤

に

す

に

あ

喜

れ

つ

が

も

自

な

す

し

何

ま

は

き

値

て

価

れ

は

ら

い

え

る

教

あ

と

的

る

目

あ

る

で

け

と

お

こ

に

る

生

な

人

に

の

親

私

母

る

や

あ

．

妻

で

は

性

的

女

目

身

の

独

大

ら

最

な

の

実

生

真

人

が

。

て

れ

か

麓

め
潔

に

し

し

の

で

性

も

で

誌

の

女

。

の

本

も

た

な

る

す言宣に式公を義教の会

．

教窮あでのもたれ｝りえ与てしと助一の決

。

解

ん

題

せ

問

ま

ま

り

む

交

と

の

き

で

う

う

分

と

め

，

や

だ

持

人

る

，
的

ま

，

に

そ

聞

福

い

よ

自

う

た

て

と

の

を

の

い

ら

神

ち

ず

性

し

に

幸

と

し

は

よ

の

し

こ

中

か

か

て

な

精

立

か

女

か

と

り

る

で

の

し

人

そ

な

の

何

ほ

つ

う

，

役

築

身

し

こ

よ

い

う

い

達

で

。
益

世

い

も

持

合

平

に

を

独

。

う

ち

て

ま

し

到

心

す

有

の

な

ち

か

ち

不

い

壁

，
す

言

た

れ

し

ま

に

の

で

の

こ

い

た

何

か

や

大

に

は

で

の

私

ま

て

望

態

私

と

く

。

て

私

を

分

題

に

間

の

と

ン

が

恵

し

て

状

無

こ

多

す

つ

に

の

を

問

の

の

る

こ

タ

人

に

長

つ

の

，

る

ら

で

持

対

も

ら

る

る

と

け

る

サ

の

会

増

と

高

り

す

か

と

の

反

い

れ

い

す

。
な

ぞ

て

服

つ

ほ

の

易

性

の

で

奉

経

る

た

す

い

。
え

克

，
く

容

女

て

と

，

る

得

私

ま

て

す

抱

を

つ

で

の

痛

む

む

ヲ

す

よ

し

り

し

す

え

の

ろ

わ

い

ち

も

の

人

永

は

天

す

ば

い

，
人

が

し

で

に

正

あ

と

で

考

父

こ

変

な

た

か

来

の

て

た

，
対

れ

違

に

い

え

を

供

況

や

も

供

の

，
天

こ

が

は

私

る

本

て

見

ま

て

に

す

い

ら

な

考

婚

子

状

順

で

子

も

度

，
み

値

と

は

わ

の

べ

ら

。

か

し

値

と

思

さ

い

う

結

の

る

従

の

の

だ

態

も

の

の

こ

さ

変

ち

す

か

ん

る

に

価

た

な

。

の

い

，

霊

い

，
も

神

い

，

て

父

ち

る

し

て

た

で

目

せ

い

準

の

し

き

す

供

と

に

の

て

く

る

は

継

動

つ

天

た

す

わ

つ

私

じ

の

ま

て

基

私

断

大

ま

子

い

う

父

れ

な

ま

値

け

行

あ

，
私

り

さ

よ

，
存

父

り

し

を

，
判

，

り

，

な

よ

天

か

は

決

価

受

や

で

や

る

た

ふ

に

し

ご

天

あ

婚

か

や

を

て

な

人

も

じ

は

置

で

て

の

に

況

の

愛

け

つ

の

か

か

を

る

は

結

る

愛

う

し

に

い

的

同

ち

は

の

つ

ち

ら

状

も

る

お

な

ち

ぶ

し

て

さ

と

今

い

る

こ

と

と

な

目

と

た

値

も

よ

た

が

る

な

す

に

く

た

選

。

べ

だ

こ

が

て

す

ご

性

こ

い

く

の

私

価

る

に

私

な

い

う

対

中

低

私

を

ん

す

く

る

私

つ

対

み

女

る

て

な

い

。

の

ま

度

。

れ

て

よ

に

の

，

。
何

せ

，

て

わ

，
持

に

の

身

い

し

が

な

す

ち

決

程

ん

ま

れ

の

ち

画

り

す

が

ま

は

し

変

し

を

私

父

独

て

を

値

く

ま

た

て

の

せ

生

か

ど

た

計

．た

で

身

れ

値

愛
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家庭訪問メッセージ

愛 無私の奉仕

「愛 はいつまで も消 え失せること
がない。」(モ ロナイ7：46)

もしかすると私 たちはこの聖句の意

味や， この聖句がどのように生活の中

に生かせ るのかを，十分 には理解 して

いないのか もしれません。 とはいえ，

奉仕の中で体験する喜びを通 して， こ

の聖句が真実であるという証 を得るこ

とがで きます。

キリストの純粋な愛

愛は，姉妹たちの生活を貫 く基本原

則です。 どのような地域， どのような

境遇の中に置かれていて もこれは変わ

りません。不都合な ときで も報 いを求

めず に奉仕がで きるのは，姉妹たちの

中に愛があるか らです。

「この愛 はキ リス トの純 粋 な愛 で

あ」 ると，モロナイは教 えています。

(モ ロナイ7：47)私 た ちはこの種の愛

を示す機会に日々恵 まれてい ます。

た とえば，ジュリア ・マビンベラ姉

妹 は南アフ リカ， ヨハネスバーグ近郊

の町， ソウェ トで地域社会 に奉仕 しな

がら，この愛を実践 しています。彼女

は文字が読 めない人々の数 を減 らし，

様々な社会問題 を取 り除 くために働 い

缶 ているのです。政府や地域社会の指導
達
E者 と協力 して働 く傍 ら，子供たち と一
エ

茎 緒に園芸 も始 めました。 この子供 たち雲

墜 の両親の多 くは政情の混乱のために仕
エ

田 事に就けずにいます。子供たちは園芸
ト

圏 技術 を両親 に伝 え， こうして大勢の家
巴

琶 族が家庭菜園を始めるようになりまし
の

垂 た。 これを見ていた近隣の人々も同様

齢麓
俄郷lr㌔

議 懸

繍蟹.

に家庭菜園を始 めるようになったので

す。マビンベ ラ姉妹は， この世 の苦難

を軽 くしているだけではな く，同じ地

域社会 に住 む多 くの人々の社会的，精

神的な必要 も満たしてるのです。

キ リス トが示 されたと同 じような方

法で奉仕 したい という気持ちを起 こさ

せるこの種の愛は， どの ようにして育

てることができるで しょうか。

ごく普通の方法で愛を示す

奉仕 の機会は，大抵の場合，見た目

にはごく普通の方法で訪れます。世界

中の女性が無私の精神 をもって訪問教

師 として働 いています。彼女たちが担

当先の女性 を愛 し，励 まし，歓待 し，

教 え，強 めるとき，主のみ手 に使われ

る器 となって働いているのです。多 く

の場合，彼女 たちはかな りの個人的な

犠牲 を払 ってそうしています。

母親 は自分の子供 たちを愛 し，教 え，

しつけるために，毎 日，絶 え間なく働

いています。ほかの人の子供をレッス

ンや活動を通 して教え，訓練するため

に姉妹 たちが召されることもたびたび

あ ります。

キリス トの純粋 な愛を心の中に持っ

た女性は，落胆 した り元気をな ぐして

い る人々の声 に耳を傾けます。彼女た

ちは 「これ らの最 も小 さい者」(マ タ

イ25：40)に ， 批判 せず，無条件 に受

け入れ る態度で奉仕 します。そして，
たす かいな

「弱 きを扶 け，垂れ たる腕 を挙 げ，か

よわ きひざを強うす」 ることに努めて

います。(教 義 と聖約81=5)

愛 を示せるご く普通の小 さな方法 に

は， どのようなものがあるで しょうか。

「努めて善 き業 に従い……」

愛 の実践 は人 に言われてすべ きこと

ではありません。女性は 「努めて善 き

業に従い，多 くの事 をその自由意志に
な

よ りて為 し，多 くの正 しき事を為 し遂
うち

げ」ることができます。女性の 「中に
おの

自由の意志ありて 〔彼女たちは〕己れ
な

の事 を自ら為す者」(教 義 と聖約581

27-28)だ か らです。救 い主が一人一

人 に示された思いや りある行ないの模

範 を見れば，期待 される以上 に親切 な

行 ないをす るには， どのようにすれば

よいかがわかるで しょう。

キ リス トが抱いてお られ る慈愛の心

をもって奉仕するとき，私たちの働 き

に主の祝福が注がれるで しょう。そし

て 「神の現われたもう時には…… 〔私

たちは〕神 に似 た者になる」でしょう。

(モロナイ7：48)主 と同 じように愛す

ることを知っているからです。

愛を実践 するときにどのような点で

成長できるで しょうか。□

聖徒 の道/1991年8月 号

25



家族の手引き

ス トレスや落胆 に

対処す るには

皆瀧雛惣駿糠
次から次へ と運ばれて来ているとしま

す。

ところが，席に着 くな り食事の時問

はわずか3分 しかない ことを告げられ

ます。皆 さんはきっと，せっか くの優

雅な気分が一瞬 にしてス トレス と化 し

てしまったと感 じることで しょう。

確かにこれは極端な例か もしれませ

んが，普段の生活の中でス トレスが生

まれる背景 はえて して こういう場合が

多いのではないで しょうか。美 しく整

えられたテーブルでおいしい食事 を満

喫するにはとても3分 では足 りません。

同様に日常生活 においても，能力以上

の乙とを求め られる と圧倒 され るよう

な気持ちになるものです。

家族 を持つ人々の中には， このよう

な気持 ちになる人 もいるで しょう。そ

こには育ち盛 りの子供たちがいて，一

人一人 に対 してそれぞれ時間を割 き，

注意を払わなければならなレ♪か らです。

おそらく皆 さんのほ とん どが，多 くの

活動を計画 しすぎてまった く思 うよう

にで きなかった経験があることで しょ

う。家族のだれかが急 ぎの用事 に追わ

れていて， こちらまでプレッシャーを

感 じることもあるでしょう。 また家族

の健康上の問題でい らい らした り，短

気を起 こしたり，疲れた りすることも

あるでしょう。

そのような例 はい くつでも挙 げるこ

とができます。専門家の中には，ス ト

レスを感 じる行動 を，そのス トレスの

多さによってランク付けしようとす る

人 もいます。しか しス トレスが生じる

本当の原因は，かかわる出来事そのも

のよ りも，それ らをどう受 け止めるか

にあ ります。つまり状況 の変化に適応

する能力が，感 じるス トレスの度合い

を左右するのです。 ある人 にとっては

ス トレスを感 じることでも，別の人 に

は必ず しもそ うではないのはこのため

です。

驚 くべきことに， ある程度 のス トレ

スは人に良い影響を与えるという例 も

あります。 リーハイが指摘 しているよ

うに，人 の成長のために，物事 には必

ず反対の ものが なければならないので

す。(II二 一 ファイ2=11-16参 照)た

とえば，ス トレスヘの抵抗力の強い人

は困難な状況に直面 して も恐れずに，

むしろ成長の機会 として受 け止める と

いうことも調査で確認 されています。

ある企画のために週60時 間働 くことに

なったとして も，そ こにその企画を成

功 させ るための強い意志が ある限 り，

それは刺激的で心躍 る経験 にな り得 る

のです。すなわち，何がス トレスを生

むのかということよりも，いかにス ト

レスに対処するか ということの方が重

要なのです。 しか し同時に，ス トレス

にうま く対処するためには，ス トレ・ス

の原因を見極めることも役立ちます。

ス トレスと緊張

技術者であれば， どのような建物 を

造 る際にも圧力が不可欠な要素である

ことを説明で きると思い ます。 しかし，

圧力がかかる箇所 にあまりにも負荷が

かか りす ぎると，建物 の構造 自体 に支

障 を来 します。同じように， 日常生活

におけるス トレスもある限度 を越 える

と， もはや生産 的な働 きをしな くな り，

心身に負担 を掛けかねません。

両親が 自分 自身や子供たちに対 し，

その行 ないや成果 にあま りにも完全 さ

を求めるときには，極度のス トレスが

生 じやすい ものです。 しか し実際 は，
かんぺき

人生で完壁 に物事 を行 なえることな ど

は，そうそ う多 くはあ りません。 ほと

んどの人に とって，一番望 むべ きこと

は，天父が私たちのために示 して くだ

さった目標 に向かって確実に進歩 を続

けることなのです。

二一ル ・A・ マ ックスウェル長老は，

かつて この ように言われ ました。「こ

れ以上 はもう何 もで きない と思 うほど

ス トレスを感 じる状況 にあって も，天

父 は私たちの力の限界 をよくご存 じで

あ り，成功す るために ここに送って く

ださったのだと理解するな ら，慰 めを

受 けることがで きます。だれひ とりと

して，失敗 した り，挫折 した りする運

命 を背負 って生 まれて来た人 はいない

のです。私たちがその能力を 『はか り

で量 られて， その量 〔が〕足 りない』

(ダニエル5：27参 照)と 判 断されたと

きにも，私たちは前世で主に吟味 され，

与 えられた務めを成 し遂げる能力が十

分 あると判断 されたのだということを

忘れてはな りません。それゆえ， これ

からもさらに主に従 う者 となるよう決

心 しようではありませんか。途方に暮
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れて， くじけてしまいそうな ときには，

天父は私たちに能力以上 のことは求 め

てお られない ことを思い出 しましょう。

天父は私たちに耐えられないようなこ

とを強 い られた りは しないので す。

(教義 と聖約50：40参 照)」(『 今 日の問

題 に取 り組 む』「年度講話」1978年 ，

P.156)

と きには，自分や他人 に期待 しすぎ

ないでただあ りの ままを受 け止めるこ

とが，ス トレスに対処する最良の方法

になることもあ ります。 ときどき私た

ちは自分の能力以上の ことをしようと

している場合があ ります。 また，何 を

しようとして も完全 にできない自分 に

腹立たしくなることさえあります。何

事 も完全にというのは，私たちの究極

の希望ではあ りますが，現段階では，

現実をあ りのままに受け止め，自分 自

身や他人 に対 して もう少 し大 目に見 る

ことも大切ではないで しょうか。

ス トレスに対処する

日常生活の中で生 じるス トレスにう

ま く対処す るには，現実 をあ りのまま

に受け止めることが非常 に大切です。

しかし，ほかにも良い方法がい くつか

あります。次 に挙 げることは， きっと

覚 えていて役に立つ ことで しょう。 ま

たそれについて家族で共 に話 し合 うの

もよいでしょう。

霊性を維持す る 祈 りと日々の聖典

学習 を通 して，信仰，希望，平安 な気

持ちなどの霊的な備えを十分 に整 える

ことができます。 これ らは私たちに単

に霊的な強 さをもたらすだけでな く，

特定の問題に対する答 えを見いだすの

にも役立 ちます。

負債を避ける 家庭 内でのもめごと

の一般的な原因のひ とつに，財政的な

ス トレ!スが挙 げられ ます。教会の指導

者は，今 まで再三 にわたって，予算の

範囲内で生活 し，負債 を避 けるよう勧

告 して きました。支出が収入 を超 えな

いように努めるならば，それが習慣 と

なり，私たちのほ とん どが感 じる財政

的なス トレスの大部分 は確実に軽減 さ

れ ることでしょう。

健康 を維持する ス トレスに対処す

るためには，肉体に休息を与 え，運動

と適切なダイエッ トをしなければな り

ません。好 きなスポーツに打ち込むこ

とも， リラックスするための良い方法

です。

優先順位 と目標を決める 自分がや

りたいと思 うことをすべて行 なえない

としたら，少な くとも最 も重要な こと

だけは果たせるような優先順位 を決 め

て ください。個人 として， また家族 と

して1日 単位，週単位，月単位， また

それ以上 の長期的な目標 を立 てる必要

があ ります。それか ら目標 を途中で投

げ出さないためにも，その目標 を達成

す るための計画 を立てて ください。計

画を立てることによって，何 に重点 を

置いて努力するかが決 まり，や る気 も

出てきます。また予期せぬことに出 く

わ した り，必要な責任をないが しろに

した りといった失敗 に至 る危険 を避 け

ることもで きます。

いつ もの習慣やや り方を変 えてみる

いつもより1時 間早起 きす るだけで，

自分の生活 をもっとよ く管理で きるよ

うにな ります。そ して， それまででき

なかったような多 くの事柄を こなすた

めのじゃまの入 らない時間を持つ こと

ができます。また，少 し仮 眠を取 るこ

とも必要 な気分転換 になる場合があ り

ます。

生活のぺ一スを変 える 生活のぺ一

スを変えてみると，気分が一新 され，

いつ ものあわただ しい生活のサイクル

に落ち着 きを取 り戻す ことがで きます。

わずかな間でも自然の美 しさに目を向

け，数分間でも落 ち着いて心の整理 を

し， さらにもう少 し時間 を割いて良い

本 を読 み，一番好 きなこと(何 もしな

い ことで も構 いませ ん)を や ってみ る

な らばプレッシャーの高 まりを和 らげ

る助 けとな ります。

フラス トレーシ ョンを解消する 自

分が抱 えている問題を家族 に話すこと

で，ス トレスを和 らげられるだけでな

く，ス トレスを生 じている状況を改善
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する方法 を見いだす うえで家族の協力

が得 られ ます。 また日記 をつけるよう

にす ると緊張や 日々のス トレスを和 ら

げるのに役立つ ような洞察力が培 えま

す。 日記帳やノー トに自分の気持 ちを

書 き留 めてお くことの大切さを子供た

ちが理解できるようにしてあげるのは

とて も賢明なことです。

ある大家族の母親 は， このように打

ち明 けてい ます。「わ たしの ノー トや

日記帳 はとてもお金では買えない，価

値あるものです。人によっては専門の

カウンセラー に， 自分 の気持ちを打ち

明 けて聞いてもらう人 もいます。私に

とっては自分の考 えや気持 ちを書 き留

めることが， 自分 の内面的な事柄 に関

して啓示を受 ける大切 な手段 になって

きました。またス トレスや落胆， また

は何かの理 由で失望に打ち負かされそ

うな ときは特 に， 自分 の正直な気持ち

を書 き留めます。(そ のような ときは，

『私 は……の ように感 じる』 とい う文

の羅列 にな りがちです)大 抵 は，気持

ちを実際に文字 にすることで 自分が何

に悩 んでいるかを明確 にできます。そ

してよ り効果的にそれ らの問題 に対処

で きるのです。本当に自分 を煩わせて

いるものがわかるまでは， フラス トレ

ー ションでまるまる1ぺ 一ジぐらい書

き連ねて しまうとともあ ります。 この

ように日記 を書 くことで，私は自分自

身 をよ り深 く知 るようにな りました。」

リラックス し生活 を楽 しむ もっ と

気分 を楽にして，子供や伴侶，友達 と

楽 しい時を過ごす必要のある人 もいま

す。喜びを感 じる能力 は神 の主要な属

性のひ とつであ り(皿 二一 フ ァイ17：

20参 照)， 現世での経験 を通 してあふ

れる喜びが もたらされ ることを，私た

ちは ときとして忘れて しまいがちです。

(II二 一 フ ァイ2：25;教 義 と聖 約

93：33参 照)

ユーモアを忘れない 人生には深刻

な事態がつ きものですが，ユーモアの

セ ンスによってその場の雰囲気が明る

くなることもよ くあ ります。途方 もな

い出来事 に出 くわ して も，いつもそれ





を笑って済 ませ られたな ら，かな りの

ス トレ!スを削減で きるでしょう。家庭

の中で笑いは，極端 なス トレスによる

摩擦を和 らげる格好 の潤滑剤 となるの

です。

落胆に対処するには

対処するうえで最 もむずかしい感情

には，落胆，失望，憂 うつ，罪悪感や

心配事な どがあ ります。

エズラ ・タフ ト・ベ ンソン大管長 は

かつて このように言われ ました。「主

が予告 されているように，私たちは現

在人々が肉にあっても， また霊 にあっ

ても恐れおののいている時代 に生 きて

いる。(教 義 と聖約45：26参 照)多 くの

人 はこの人生の戦いに疲れ，落胆 して

いる。最近 の大学生 のお もな死因は自

殺であると言われている。 また試練 と

苦難の伴 う善悪 の最後の対決の時が近

づ くにつれて，現在サタンは失望 と落

胆，意気消沈，憂 うつ をもって聖徒 を

打 ち負かそうとますますその力 を増 し

ている。」(『落胆 してはな らない』「大

会報告1973-75」p.270)

あ ま りにも頻繁にこのような否定的

な感情 にかられる場合，周 りの人々か

ら助けを得 ることさえむずかし くなっ

てきます。 こういったあいまいで漠然

とした問題 ほど克服 しに くいように思

われ ますが，少 しだれか と話 してみて，

異 なった視点で考えてみると対処 でき

ることもよくあるものです。子供 たち

が小さい うちか ら，何で も思った こと

を両親 に話せ るようにしっ けるな らば，

子供たちを待ち受けるこのような救い

ようのない荒廃 した気持 ちに打ち勝つ

力 をは ぐくんでいけます。

子供たちの抱 える問題が複雑で長い

間解決で きないでいる場合，子供 たち

とよく意思 の疎通を図っている愛 に満

ちた両親でさえ，残念なが らまった く

助 けにならないことがあ ります。 この

ような子供 たちには専門家の助 けが必

要です。 しか しほとんどの場合，その

必要はありません。私たち自身や子供

たちの問題 のために落胆 した り， とき

には意気消沈 して しまうこともあるで

しょうが， このような感情 も通常は，

戒めに従って生活 してい く中で克服で

きます。つまり悔い改め，祈 りと断食，

奉仕，勤勉，健康管理，読書，忍耐，

精神 を高揚 させ る音楽 を聞 くこと，友

達，励 ましと霊感を受 けるための神権

の祝福な どです。

家族や友達が情緒的な問題 に直面 し

ているときこそ，私 たちが親 として最

もキ リス トに似た者 となるよう求めら

れ るで しょう。次のようなマービン ・

」・アシュ トン長老 の勧告が その助 け

とな ります。「現代最大 の奇跡 のひ と
いや

つは，悩 める魂 を癒 し，起 こすことで

ある。…… 〔私たちは〕家族 の手を取

って， 自分たちの愛がいつ も変わ らな

い真実の愛であることを示 さなければ

ならない。」(『イエスが手 を取 って起

こされると』「大会報告1973-75」pp.

128-30)

ア シ ュトン長老の勧告を実行するた

めに，私たちにで きることがい くつか

あります。家族の話 に耳 を傾 けること，

また家族が気持ちを素直 に表わせるよ

うにしてあげることなどがそうです。

また家族が ときどきいらいらした り混

乱 したり， また失望 した りするような

ことがあって も，決 してそれは不 自然

なことではない と彼 らを安心させてあ

げる必要があ ります。

決 して裁 いてはな りません。「あな

た さえ…… していれ ば こん な ことに

は」 とか 「きっ とこうなるって言った

じゃない」な どという言い方は単 に人

の気分 を害するだけです。 自分ではど

うしようもない出来事に対 しては， 自

分に落ち度 はな く，罰せ られることも

ないのだ と家族が理解できるようにし

て ください。家族のだれかが自分で責

任を負わなけれ ばならない過 ちを犯 し
ゆる

て しまったときには，自分自身 を赦 し，

悔い改めることによって，その問題 を

克服す るよう彼 らを助けてあげて くだ

さい。

家族が霊的な洞察力を身に付 けられ

るよう助 けて ください。 また人生 にお
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ける試練の意味を彼 らに思い起 こさせ

てあげて ください。そして希望を持て

るようにして ください。永遠の見地に

立 った洞察力，問題に対する必要 な理

解力を主に願い求め，共 に祈 ることも

大切です。

家族 と共 に過 ごす時間 を持 って くだ

さい。子供や伴侶が問題 について話 し

た り気持ちを打ち明けるときには，い

つで もそのために時間を割 いて くださ

い。 ときには， ただ手 を休 めてそばに

いてあげるだけで，混乱 した気持ちが

和 らげられるものです。

必要 に応 じてほかの人々にも協力 し

てもらって ください。必要な助 けを与

えて くれ る人の力 を借 りるのです。助

けを必要 としている家族のために共 に

祈 った り，働いた り， また援助 するよ

う家族 を励 まして ください。 もし必要

であれば標準の点で家族 と共通の認識

を持った専門家 に相談す るのも良いで

しょう。

無条件に家族 を愛 して ください。結

局の ところ私たちが人々を助ける一番

の方法 は，真心か ら人々を愛すること

です。 そうすれば私たちは人々の中に

神の子 としての永遠 の価値 を見 いだ し，

主が見ておられるように人々を見 るこ

とができるようにな ります。自分の子

供たちにそのような気持ちをあまり感

じていないならば特に，親 としてこの

ような愛ある行 ないをしてい く必要が

あ ります。私たちは数多 く弱点 を持 っ

ていますが，主の ように人々を愛せた

なら，力を合わせて何で も克服で きる

ようにな ります。

イエス ・キリス トの福音 はス トレス

を排除するよう求めるものではありま

せんし，だれ もそのように考えるべ き

ではありません。 しかし福音により，

私たちが この世で遭 う試練，つまり私

たちの意に反するもの，そ ぐわない も

のについての意義を学ぶ ことがで きま

す。そして福音 により 「ます ます知恵

が加わ り， 〔成長 し，〕 そして神 と人か

ら愛され」(ル カ2：52)る よ うになる

のです。□





「髪 を切 るだけで結構 ですか ら」

ジュリー ・マ ッキーン

も
う何年 も前のある暑い夏の日の

ことで した。一刻 も早 く散髪 を

終 えて店を出たい と思いなが ら，私 は

いすに座って耳の辺 りでチ ョキチ ョキ

いうはさみの音 を聞いていました。何

となく胸苦 しさを覚 えるのは暑 さのせ

いばか りではあ りません。私 の髪 を切

っている理容師は，確かステーキ部宣

教師 と言った と思いますが， いずれ に

せよ，モルモ ン教会の宣教師で した。

以前店 に来た ときに，彼 はモルモン教

会に対する私の否定的な態度 を感 じ取

っていました。

「あなたが所属 している とお っしゃ

ったの はどち らの教会ですか。」 これ

が私には宗教の話に私を引 き込む巧妙

な言葉 に感 じられ ました。反射的に私

は次に来る言葉が頭 に浮かび， とっさ

にこう答 え ました。「髪 を切 るだけで

結構 ですか ら，説教 はやめて くだ さ

いo」

モルモンの人 たちは，私に とって珍

しい存在ではあ りませんで した。私 は

ユタ州 ソル トレー クシティーで生まれ

育 ちました。地元のワー ド部 の建物で

行 なわれたボーイスカウ トの集会 に出

席 していましたし，仲の良い友達は皆

モルモンでした。 しか し彼 らは自分た

ちの教会についてあえて私に話そうと

はしませんで した。多分 それは私の態

度 のせいだった と思い ます。スカウ ト

の集会が始 まるのを待っていたとき，

壁 に掛かっている大 きな絵 は何の絵か

友達に尋ねた ことがありました。それ

までの数カ月 とい うもの私 は，毎週そ

れを眺めなが らそ こに座 っていたので

した。それは人々にモルモ ン経の版 を

見せた天使の絵であると友達 は答 えま

した。

天使だって。私の親友が一体 どうし

てそんなことを信 じられるので しょう。

実際 に，分別があ りながらそんな こと

が信 じられ る人がいるので しょうか。

このようなことがあった とはいえ，私

がモルモン教会 と初めて正面か らぶつ

かったのはそれか ら何年 も後 になって

か らで した。

やがては起 こることだったのだ と思

い ます。 その夜，友達の ところを訪ね

ていると，ふた りの女性が ドアをたた

きました。それ はモルモンの宣教師で

した。ふたりともやさしそうな女性で

したが，私 はあまりいい気持 ちがせず，

む しろわなに掛かった と思いました。

そこで私 はふた りに議論 を仕掛 けるこ

とにしました。

「あなたは
，聖書を信 じていますか」

とふた りは始めました。

「もち ろんです」 と私 は答 えました

が，本当は自分が何 を信 じているかわ

かっていませんで した。

ふた りの姉妹宣教師は神会 には3人

の別個のお方がお られることを示すた

めに， まず使徒行伝7章55節 と56節 を

読み始めました。それからジ ョセフ ・

ス ミスの最初 の示現へ と話 を進めてい

きました。私は彼女たちの聖典の解釈

が間違っていることを示す答 えがあ り，

その答えを見付 けるためには助 けが必

要だ と思いました。結局 のところ，天

父 と御子 と.聖霊 は同一のお方であ り，

ただ姿 を変 えているだけであることは

だれだって知っていると話 しました。

そして私よ りも聖典 をよ く知っている

人 を話 し合いに連れて来てもよいか と

尋ねたところ，宣教師 はまった く構 わ

ない と言いました。

次 の週， 自分 の属 している教会に活

発 に集 ってい るいとこと一緒に宣教師

のところに行 きました。それか ら後 の

話 し合いでは，私 は傍観者 の立場に立

ちました。 もし私が公平であったなら，

私 はモルモンの宣教師 に軍配を上げた

で しょう。 しかし，当然のことなが ら，

私 はいとこはただ十分な知識 がないだ

けだ と決めつけたのです。私は宣教師

と対決するためにだれか もっと知識 の

ある人 を見付けようとしました。

その週 の問に，私は牧師になるため

に勉強 してい る友達 と連絡 を取 りまし

た。彼な ら私の必要 としている助けを

与 えて くれるだろうと思いました。

自分の置かれている立場 を説明 した

後で，使徒行伝7章55節 と56節 につい

てどう答えた らよいか尋ねました。 と

ころが大変驚いたことに彼 はこう答え

たのです。「あいに くだけど，君 の役

には立てない よ。ぽ くたちの教会の大

多数 の会員 と違 って，ぽ くは神会 を成

すお方 を別々に分 けて考えているか ら

ね。」

次 に私が頼ったのは，近所 に住んで

いた牧師でした。彼は私の友達で，前

に何度 も話 をしたことがあ りました。

けれ ども使徒行伝7章55節 と56節 に対
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いつ まで も若 々 し く

スティーブン ・K・ クリスチャンセン

彼
は力強 く，健康で，生気にあふれ，今で も毎 日仕

事 に出掛 けています。福音 を愛す る，疲れを知 ら

ぬ宣教師で もありますが，年齢はなんと91歳です。 ラザ

ロ ・ルーシオ ・リベラ ・デル ・カルピオ ・マロキン兄弟

の例を見ると，人 はどんなに高齢 になっても，年齢のた

めにイエス ・キリス トの福音が実践で きな くなるような

ことは決してない， とわか ります。

リベラ兄弟 は，1899年12月17日 にペルーのアレキパで

生 まれました。彼は後にクスコに定住 しました。 クスコ

はリマの南東約600キ ロにある都市で，アンデス山脈 の

中にあ ります。 その地で彼は宣教師 と出会いました。 リ

ベラ兄弟の改宗 とそれに続 く教会への献身の話からは，

ペルーにおける教会の開拓者の特質である信仰 と良い行

ないをうかがい知ることがで きます。

リベラ兄弟 はこう語っています。「ジョセ フ ・ス ミス

やほかの多 くの人 と同じように，私 も様々な宗教の中に

真理を探 してみましたが， どの宗派にも加わ りませんで

した。」やっと求めていた真理に出会 ったのは，67歳 の

ときで した。 ●

リベラ兄弟 は次のように述べています。「その日は日

曜日で，私 は店で忙 しく働いていました。息子のエクタ
ーが入 って来て， こう言い ました。『お父さん，今 まで

いろんな教会 を調べてたみたいだけど，町に新 しい教会

がひ とつできたよ。』私は息子に， 『関係ないね。みんな

同じさ』 と答 えました。す るとエクターはこう言うので

す。『そんなこと言わないで。あれがお父 さんの探 して

いた教会かもしれないよ。』

おそらく私が教会 に足を運ぶように，主のみたまがエ

クタニ と共 にあったので しょう。私 は帽子をかぶ り，エ

クターと一緒に集会場に出掛 けました。そこで私はふた

りの長老に会いました。あいさつをすると，大変歓迎し

て くれました。集会が始 まったのは朝の9時 半か10時 ご

ろでしたが，私はそこに昼 までいました。最初は，耳に

入って くる話がほとん どわか りませんで した。子供の こ

ろから慣れ親 しんだ宗教上の習慣に染 まっていたためで

した。 しかしそれから1週 間後，2度 目に訪れたとき，

私 はイエス ・キリス トの真実の教会 を見いだしたことが，

はっきりとわか りました。長老たちが知恵の言葉 につい

て語 ったとき，特にそう感 じました。」

それか ら24年 を経た今でも， リベラ兄弟 は自分が健康

と活力に恵 まれているおもな理由は，知恵の言葉 を実践

しているからであると述べています。

彼はこう語 ってい ます。「バプテスマの後で，私 は自

分の中で何かが変わったのを感 じました。それがこんな
ひ けつ

に長生 きできた秘訣です。」

息子のエクターは，次 のように語 っています。「私の

記憶 している限 り，父が知恵の言葉を破 るのを見た こと

は，ただの1度 もあ りません。父が強健で主から祝福を

受けているのは，きっとそのためだ と思います。」

ペルーでの伝道活動は1956年 に始まりましたが， リベ

ラ兄弟が1967年 に出会った宣教師は， クスコに赴任した

最初の宣教師でした。そして りベ ラ兄弟 はクスコの初期

の改宗者のひとりとなりました。初めて宣教師と会って

以来， リベラ兄弟 はいつも伝道活動を愛 していました。

伝道について語 るときの彼 は，熱意にあふれています。

リベ ラ兄弟は次 のように言っています。「私 は末 日聖

徒です。ですから， どこへ行って も福音 について語るよ

うにしています。時間 を無駄にした くないのです。友達

にはこう言います。『もしあなたが自分の生活を改善し，

問題を解決 したい と思 うなら，私は答 えを知っています。
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末 日聖徒イエス ・キリス ト教会 に来て ください。集会 に

出席 して ください。そうすれば，宣教師があなたに教 え，

バプテスマのために備 えて くれます。そして，あなたは

幸せになれるで しょう。』私 は福音 について語 るのがい

やになったことは1度 もありません。1日 中福音につい

て語 ることさえ，できるのではないかと思 うほ どです。」

彼 は伝道活動 についての話 をするだけでな く，実際 に

伝道しています。クスコで 自営している店には，広告が

張 り出されてお り，宣教師の訪問を希望する客 はそれに

名前を記入する仕組みになっています。また家族や友達

が教会に加わ り，証 を築けるようにも働き掛 けています。

「私はペテロのように人 をすなどる漁師(マ タイ4：19

参照)に なれて幸せです」 と彼は言います。

リベラ兄弟 のクスコでの生活は，南アメリカの新旧両

世界の独特な混合文化を反映 しています。彼 はフランシ

スコ ・ピサロ(16世 紀のスペイン人で，ペルーの征服者)

と共に新世界 にやって来たスペイン人 のリーダー，ニコ

ラス ・デ ・リベラ ・ビエホの直系の子孫です。他方， ク

スコはスペイン人が到来するはるか昔，インカ帝国の首

都があった場所です。

現在 リベ ラ兄弟 は，伝統の技法 を活用 して美しい宝石

類を作っています。その技術 と細部 にまでわたるこまや

かさが，国の内外の映画スターをはじめ世界中の顧客 を

魅了 しています。彼 はほかの場所で仕事をするよう招か

れたこともありましたが， クスコにとどまりました。ク

スコで 自分が必要 とされていると感 じたからで した。

バプテスマを受 けて間 もな く， リベラ兄弟 はクスコ支

部の支部長 に召されました。その召しを通 して彼は主の

み手に使われ，会員たちの生活に祝福をもたらしました。

その例のひとつを，彼 は次の ように回想 しています。

「バプテスマを受けたばか りのパブロ ・コンチャー兄弟

は技術者でしたが，失業中でした。彼は職 を探 しにリマ

に行 くことにしました。出発 の前 に私はコンチャー兄弟

にこう言いました。『あなたが リマに滞在 する期間 は15

日を超 えることはないでしょう。そしてここに戻 るころ

には，ひとつ どころか，ふたつの仕事を得ているでしょ

う。』15日 後 にコンチャー兄弟が家に帰 った ときには，

リマの大学の地質学の教授の職 と，政府機関に属する土

地鉱山事務所の所長 という肩書 きがあったのです。」

リベ ラ兄弟は，言 うべ き言葉を主が自分 に授けて くだ

さると信 じています。「主は教会員 に導 きを与 えて，み

こころを人々に語れるようにして くださいます。」

エ クター ・リベ ラ兄弟 は， こう語 ってい ます。「父の

信仰はいつ も霊的な力 に満ちた ものでした。た とえ天地

が引っ繰 り返って も，父は日曜日にはやはり教会に集 う

でしょう。私は，父が教会に入 って以来， 自分の召 しを

果たすために忙 し く働いている姿 を見 てきました。」 リ

ベラ兄弟 は大祭司で，現在ステーキ部 の家族歴史ディレ

クターとして働いています。

リベ ラ兄弟のもうひとつの特質は，聖典 を愛している

ことです。彼 はあふれる活力 とエネルギーの源は，知恵

の言葉 と，聖典の中にあるとして，次 のように語ってい

ます。「私は，毎 日聖典を読むようにしています。長年

教会員であって も，学ぶべ きことが まだた くさんあ りま

す。私 はイエス ・キリス トの福音 を身にまとうために学

び続 けます。毎日少 しずつで も向上 したいのです。」

エクター兄弟 は次 のように述べてい ます。「私 は父が

いつも聖典を読 んでいる姿 を目にして きました。朝，目

が覚めると，父はモルモン経や教会の機関誌，そのほか

の教会 の書物 を読んでいます。また私が床 に就 くときも，

父が 自分の部屋で同様 の書物 を読んでいるのを見かけま

す。その姿を見るたびに私 は驚嘆 します。父が聖典 を非

常に愛 しているのを見て，私自身 もモルモン経を読み始

めました。」

聖典 のおかげで， リベラ兄弟は外面的な行ないがそう

であるように，内面的にも若々 しい状態を保 っています。

彼の大好 きな聖句のひ とつがいつ もこう告 げています。

「忘れずに青年の時智恵を得よ。青年 の時か ら神 の命令

を守 ることを習慣 とせよ。」(ア ルマ37：35)

彼 はこう言います。「なん と美 しい言葉で はあ りませ

んか。この言葉は，私たちが義の道 をどのように進むべ

きかを示 しています。」

勤勉 さと強い意欲が りベ ラ兄弟 を支えているのですが，

彼はそれでもなお自分の受 けている祝福の真 の源 を悟っ

ています。彼 はこう言 っています。「多 くの人たちは，

私が大変高齢であることに感心 します。 しかし，私を生

か して くださっているのは神です。神がおられなければ，

私たちは無 に等 しいのです。」

リベラ兄弟 は福音 に従った生活 をどのように感 じてい

るのでしょうか。

「私 は，大変幸せです。 もし世界 中の金 をすべて手に

入れた として も， これ以上幸せにはなれないでしょう。

神 に仕え，人 に仕 えること，人生 はまった くそれに尽 き

ます。福音 は麗 しい ものです。」□
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■ 什分の一の祝福
アジア地域会長会会長

マー リン ・R・ リバート・

クワンジユ

最
近，韓国の光 州で開かれた地区

大会 の席上，ゴー ドン ・B・ ヒ

ンクレー副管長 は大勢の会員 と求道者

を前にして，福音 に従 った生活 を送る

のはきわめて簡単な ことであると語 ら

れ ました。 ヒンクレー副管長 は基本的

に必要 な事柄を以下のように要約 され

ました。それは，

1.朝 ，晩 にひざまずいて祈 り，

2.什 分の一を納め，

3.日 々何か親切な行ないをして，弱

っている人々 を力付け，

4.毎 日聖典を読み，

5.自 分が召された責任を果たす こと

です。

什分の一の説明の中で， ヒンクレー

副管長 はマラキ3章 の中に述べ られた，

この原則 のすばらしい約束 について言

及 し， このようなすばらしい約束は，

近代 の聖典 にもう一度述べ られている

だけでほか には見 られないことに，私

たちの注意 を喚起 され ました。 ヒンク

レー副管長がなぜ什分の一 を納 める と

いう義務 をこれほど強調されたのか考

えてみましょう。

イスラエルの古代 の予言者マラキは，

神の律法 を捨て去った国民 の信仰や道

徳心を復興する仕事 に取 り組 みました。
どんよく

根本 の原因 は 「貧欲」で，宗教 は見せ

かけだけのものとなっていました。予

言者 は神 に対 する罪悪，わけても盗 み
きゆうだん

について，民 を糾 弾 しました。民全体

が神 に立 ち返 る道を示 し，それ に続 く
の

すばらしい祝福 について宣べ伝 えまし

た。主の予言者が語 った言葉 は次のよ

うなもので した。

「人 は神の物 を盗 む ことをす るだろ

うか。 しか しあなたがたは，わた しの

物 を盗 んでい る。 あなたが たは また

『どうしてわれわれ は
，あなたの物 を

盗んでいるのか』 と言 う。十分の一 と，

ささげ物 をもってである。あなたがた

は，のろいをもって，のろわれ る。 あ

なたがたすべての国民は，わたしの物

を盗んでい るか らである。わたしの宮

に食物 のあるように，十分の一全部 を
くら

わたしの倉に携えてきなさい。 これ を

もってわた しを試 み，わた しが天 の窓

を開いて，あふ るる恵みを， あなたが

たに注 ぐか否かを見なさい と，万軍の

主は言われる。」(マ ラキ3：8-10)

マ ラ キの非難に見 られ る厳 しい口調

も，正直 に什分の一 を納めて主 を試み

る者に与 えられた輝か しい約束によっ

て，い くらか和 らいで感 じられ ます。

，天 の窓は開かれ，「あふるる恵 み」が惜

しみな く注がれるで しょう。 その祝福

の特質については，少 な くともその一

部が これ に続 く次 の節 に記されてい ま

す。

「わたしは食い滅ぼす者 を
，あなた

がたのためにおさえて，あなたがたの

地の産物 を，滅ぼさないようにしよう。

また，あなたがたのぶ どうの木が，そ

の熟する前に，その実 を畑に落 すこと

のないようにしようと，万軍の主 は言

われる。」(マ ラキ3：11)

この聖句 は直接的にはぶ どう園や果

樹園の収穫 について言 った ものですが，

什分の一 を納める人は， どのような職

業 に就 いていようと，正直 であれ ば仕

事が成功 し，滅亡 を免れ る， という点

について も暗に述べてい ます。

中には，昔のイスラエル人が言った

ように，高ぶ る者や 「悪を行 う者」た

ちも含めて，什分の一 を納めていない

人で も，「栄 える」ではないか，と主張

す る人 もいるでしょう。彼 らは見たと

ころうまくやっているし，その悪い行

ないによって神 の怒 りを引 き起 こして

さえ，「罰せられない」でいます。とこ

ろが聖書を読み進んでいけば， それで

終わ りではなレ∫ことがわか ります。

「その とき
，主 を恐 れる者 は互 に語 ・

った。主は耳を傾けてこれ を聞かれた。

そして主を恐れる者，およびその名 を

心に留めてい る者のために，主の前に
がき

一つの覚え書がしるされた
。」(マ ラキ

3=16)

主 を愛 し，互いに助 け合って福音 を

実践す る忠実な会員 たちに，マラキは，

主が彼 らの話に耳を傾 けてお られる点

に注意 を促 してい ます。主 は忠実な聖

徒たちの名 を記 した 「覚 え書」 を保管

してお られます。忠実な聖徒たちにつ

いて主 はこう言われました。

「万軍の主は言われる
，彼 らはわた

しが手 を下 して事を行 う日に，わたし

の者 とな り，わた しの宝 となる。また

人が自分 に仕える子 をあわれむように，

わたしは彼 らをあわれむ。その時あな

たがたは，再 び義人 と悪人，神 に仕 え

る者 と，仕 えない者 との区別 を知 るよ

うになる。」(マ ラキ3=17-18)

主 は この中で，正直に什分の一 を納

める会員たちを宝にたとえておられ ま

す。実にその ような人々は主のみ前で

重んじられ，悪人を待ち構 える結末か

ら逃れ ることがで きます。什分の一を

納 めてい ない人々の多 くが，現在 は

「栄 え」て 「罰せ られ」ていないように

見えますが，上 に記 されているような

日を迎えて初 めて，彼 らが有利な立場

にあるのか どうかを私たちは判断すべ

きなのです。福音を実践 し，それによ

ロー カル
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って神 に仕 える人々は神 の息子，娘 と

して救われます。そのような人 は宝 と

も見なされ， この時に至 ってすべての

人 は 「神に仕える者 と，仕 えない者」

の最後 の境遇 を見分 けられ るようにな

るで しょう。

什分 の一 の原則 は古代 から定 められ

ていた主の律法です。父祖アブラハ ム

はサ レム(エ ルサレム)の 王，メルキゼ

デクに什分の一 を納 めました。(創 世

14：18-20;ア ル マ13：15参 照)什 分

の一の律法はこの神権時代 に再 び確立

され，それを守るときに得 られる約束

は，今なお，差 し止められて も無効 に

なって もいません。什分の一の律法は，

それを守 るために聖徒 の資産か らどれ
ささ

ほどを捧 げればよいのか，予言者 ジョ

セフ ・ス ミスが主 に伺 いを立てた とき

に与 えられた啓示 によって， この神権

時代 に再び導入 され ました。1838年7

月8日 のことで した。
もつ な

「これを以てわが民が為す什 分の一

の始めとなすべ し。 まず これを為 して
ごと

後，か くの如 く什分の一 を納 めたる者
つ

は，以後毎年彼 らの得る全利益の什分

の一を納 むべし。 これを以て，わが聖

なる神権 のためにする彼 らの守るべ き
じようほう

永久的 定 法 となす，と主は言 う。」(教

義 と聖約119：3-4)

什分 の一の定義を説明す るに当たっ

て，大管長会は次のような手紙 を書 き

送 ってい ます。

「私 たちの知 る限 り
，最 も理解 しや

すい声明は，主 ご自身の声明である。

すなわち，教会員 は 『毎年彼 らの得 る全

利益の什分の一』 を納めるべ きである。

この全利益 は，収入 を意味すると解 さ

れる。これ以外 の声明 を出す ことは，

いかなる人 といえども認 められない。」

(大管長会か らの手紙，1970年3月19

日付 。教義 と聖約119章;「 教会指導総

合手引き 〔1989年版 〕」p.9-1参 照)

第6代 大管長 ジ ョセ フ ・F・ ス ミス

は，次のような言葉で，什分の一の律

法の背景 と目的を説明 してい ます。

「この世 につ ける民のすべての福利

を満たす手段 を確保 する目的で，主は

シオンにおける一層大 き く完全 な律法

に代 え， この什分の一 の律法 を設 けら

れた。主はこの業 を始 められた当初，

什分の一の律法よ りもっと完全 な律法

を制定 された。(主 はこれ以前 に資産

に対 する奉献の律法 と管理 の職 を教会

に授 けてお られ，会員たち 〔主として指

導的な立場にある長老たち〕は，永遠に

変わ らぬ誓約 をもってそれを実践 して

いた。教義 と聖約119章 の前書 き参照)

それ はもっ と大 きなもの，大 きな力を

含 んでお り，主の目的をもっと速 く達

成す るものであった。しか し人々 はそ

れを実践する用意ができていなかった。

そ こで主 は人々に対する愛から， より

完全な律法を見合わせ られた。そして，

主が心に持ってお られた目的 を達成す

るため，主の倉に資産 を置 くための什

分の一の律法 を与 えられた。 それは貧

しい者を集め，福音 を全地の民に広め

るため……であった。 この律法がなけ

れば，以上のことは達成で きなかった

であろう。 また神殿 を建てて維持す る

ことも，貧 しい人 を養い，着物 を与 え

ることもで きないだろう。 このように，

什分 の一 の律法 は教会に とって必要 な

のである。主が これを特 に強調 された

のは，次 の聖句 に見 られるように必要

性が非常 に大 きいからである。

『われ汝 らに告 ぐ
， もしわが民 にし

お き て

て この律法 を守 りて聖 く保たず， また

この律法によりてシオ ンの地 をわれに
りつれい さば き

聖 くして以てわが律令 と審判 とをそこ

に保 ち，その地 を最 も聖きもの となさ

ずんば，見 よ，誠にわれ汝 らに告 ぐ，

そは汝 らに とりて シオ ンの地にあらざ

るべしと。 こは，あ らゆるシオンのス
しか

テーキ部 に通ずる範例な り。誠 に然 り，

アーメン。』(教 義 と聖約119：6-7)

この原則 によって， この教会 の会員

の忠実 さが測 られ る。 この原則 によっ

て，神の王国を支持 している人 と反対

している人がわか る。 この原則 によっ

て，だれの心が神のみこころを行なう

ことと神の戒めを守ることに向けられ

てお り，それによって神のもとにシオ

ンの地 を捧 げようとしているか，ある

いは，だれが この原則 に反対 し， シオ

ンの祝福 を拒んでいるかがわかるだろ

う。 この原則 によって私たちが忠実で

あるかそうでないかがわかるので， こ

の原則 は非常 に大切である。 この点で，

この律法 は神 に対す る信仰，罪の悔 い
ゆる

改め，罪の赦 しを受 けるためのバプテ
あんしゆれい

スマ，聖霊の賜を授かるための按手礼
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と同 じ くらい必 須 の もので あ る。」

(「大会報告」1900年4月 ，p.47。 ロイ ・

W・ ドクシー編 「末 日の予言者 と教義

と聖約」第4巻 ，pp.185-86に 引用)

何 年か前の話ですが，私が監督を務

めていた ころに，祝福師の祝福の推薦

状を求めて私のもとを訪 れたワー ド部

の会員がいました。中年の彼は広 く名

を知 られ，技師 として成功 してお り，

立派な家庭の父親で もあ りましたが，

祝福師の手か ら祝福 を受けた経験がそ

れ までなか ったのです。面接の少 し前

に，彼 は合衆国のある大都市に住む高

名な眼科医か ら診察 を受け，当時彼の

かかった目の病気 は不治の病であ り，

いずれ両眼 とも失明す るであろうと宣

告 されたので した。 この善良な兄弟は

悩みました。自分の仕事には視力が ど

うしても必要なのに， 目が不 自由で こ

れか ら先 どうして家族 を養 えるだろう

か。彼 は自分に どんな将来が備 えられ

ているか を知 りた くて，祝福師の祝福

を求めて来 たのです。 ところが彼 は面

接の中で，什分の一を納めていない こ

とを告白しました。 このため彼の望み

を断わらなければなりませんで した。

主のみ 前 にふ さわし くなるために什分

の一を納めるよう，私 は彼を励 ましま

した。面接 の後，彼 は時 を置かずして

私の前に現われ，かな りの額の小切手

を差 し出して，その年 の分の完全 な什

分の一であると言い ました。ステーキ

部 の祝福師に持参す る祝福師の祝福の

推薦状 ばか りか，`神殿推薦状 にまで記

入で きたときは，本当に喜んだもので

す。

続 く何カ月かの重要な期間に彼 の病

状 の経過 を確認 していたところ，視力

は安定 し，回復の方向へ向かっていき

ました。仕事 を辞 めずに済みました。

翌年末の什分 の一 の面接の折，彼 は次

のような話を聞かせて くれ ました。視

力は悪化 して病状が進行す るとともに，

事業の方 も深刻な経営難 に陥 り，経済

状態が苦 しくなってい きました。 とこ

ろが視力が回復 して くると，当時改装

中であったソル トレー ク神殿 の空調施

設やそのほかの機械設備 の工事 に入札

するチ ャンスに恵 まれ ました。 うまく

仕事が得 られれ ば， これまで手掛けて

きたものの中でも最大規模の重要な仕



事になるのは明 らかで した。最終入札

を終 えて2，3週 間たったころ，商談

に呼び出され ました。そのとき言われ

た言葉 を思い出せる限 り正確に記す と，

建築部の代表者 は次 のように言 ったそ

うです。

「兄弟
，神殿 の機械設備 の工事 を発

注するに当たって，あなたを請負業者

として指定で きることをうれ しく思い

ます。ただひ とつ，条件があ ります。

現在有効 な神殿推薦状 を見せていただ

かなければな りません。」

この愛す る兄弟は，静かな監督室 の

中で涙なが らに，以前 に什分の一を納

めるように励 ましを受 けたことに対 し

て，心か らの感謝の言葉 を私に述べま

した。彼 は，主が自分の視力を守って

くださっただけではな く，事業 まで成

功させて くださったヒとを認 めました。

主は こう言われ ました。「……われ

にかかわるすべては霊の ことな り。わ
い つ かつ

れは何時た りとも，いまだ嘗て俗世 の

事にかかわ る律法を与 えたることなし。
い か

如何 なる人 にも，人 の子 らにも，……
いましめ

与えたることなし。……わが誠命 は霊
かか

に関わ るものなればなり。わが誠命 は

肉体 のものにも俗世 のものに もあ らず，

また肉欲 のものにも情欲 のものにもあ

らず。」(教 義 と聖約29=34-35)

しか し，次 のような疑問 を持つ人が

い るか もしれ ません。「現金や地上の

現物 をもって納める什分 の一の律法が，

どうして霊 の律法 と言 えるので し ょ

う。」確か に什分 の一 は この世 の物 と

かかわ りを持 っています。 しかし，什

分の一の律法が存在す る目的について

考えるなら，上記の質問に対 する答 え

を見いだす ことができるで しょう。今，

壮大 な伝道プログラムを通 じて，ほぼ

100力 国で4万6，000人 以 上の宣教師た

ちが福音 を教 えていますが，それだけ

の強大な陣容 を維持す るには，相応の

経費 を必要 とします。直接的にも間接

的にも，伝道活動の恩恵 を被 っていな

い人 はいません。 この活動 自体， きわ

めて深遠で重要な点 において，霊的 な

ものであると言 えます。実に， この力
いまし

ある神のみ業 は，「警めの声」が 「〔主

の〕弟子 たちの口」 を通 してあらゆる

人々の耳に鳴 り響 き，すべての人々の

心を刺 し貫 くまで， そしてみ業が完了

す るまで，前進 してい くでしょう。(教

義 と聖約1章 参照)そ れ は世界 中にシ

オンを確立 し，築 き上 げるために行 な

われるのです。 この中には神殿や教会

堂の建設 と運営 も含 まれ ます。それ ら

の建物 は木材，石材， そのほかの地上

の材料 を用いて建て られ ますが，その

真価を定めるのはどのような目的の下

に使用 されるか とい う点にあ ります。

栄光に満ちた神 の最高の祝福 を受 けら

れ る場所 は，神殿 をおいてほかにあり

ません。聖なるエンダウメン トや結び

固めの祝福 を受け，自分 と先祖 の完成

のために必要な，亡 き先祖 の身代わ り

の儀式が受けられる場所 も，神殿だけ

です。教会堂で私たちは礼拝 し，教え

と訓戒 と警告 と叱責を指導者か ら受け

ます。 その どれ もが人々 を強め， この

世で喜 びを経験 し，来世で永遠の生命

を受ける資格 を得 られるよう助 けるた

めに与 えられた ものなのです。 これ ら

はすべて本質 において霊にかかわるこ

とであ り，大半が忠実な会員たちの納

めた什分の一 によって可能 になった こ

となのです。 シオンを確立 し築 き上げ

る方法 はまだまだい くらで も挙 げられ

るで しょうが，前述の項 目は什分の一

基金の使用例 に過 ぎません。すべては

啓示によって定められたとお り，大管

長会 と十二使徒定員会，な らびに管理

監督会 の指示 と監督の下に処理されて

います。(教 義 と聖約120章 参 照)

什分 の一を進んで納 める態度は，霊

性の高さを測 るためのひ とつの標準 と

な ります。 この律法に従って生活する

信仰を育てると， 自分 の霊的な福利 と

将来に対する投資，そして神の王国の

進展によって，福音のすべての原則 に

一層熱心に従お うという決意がわき上

が ってきます。

予言者ジ ョセフ ・ス ミスに与 えられ

た啓示 の中に，天か ら教 えられた様々

な原則 に交じって，ひ とつの興味 ある

箇所があります。 この啓示が与 えられ

た1831年 ， ジョセフは兄弟 たち と共に

ミズー リ州シオ ンに旅立つ準備 の最中

でした。

「見 よ
，人 の子 の来 るまで今 より後

を 『今 日』 と称 えらる。誠 に 『今 日』

は犠牲 の日，わが民の 『什分の一』を

捧 ぐる日な り。 この 『什分 の一』 を納
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めたる者 は人 の子の来 る時火に焼かる

ることなし。『今 日』を過 ぐれば火 に焼

かるる時来 らん。われ主の言い方 によ
みようにち

りて語 る，われ誠 に告 ぐ，明 日すべて

高ぶ る者 と悪 を行 う者 はわ らのごとく

にならん。われは万群 の主なれば，彼

らを火にて焼 きつ くし，すべてバ ビロ

ンに留まる者一人 も助 くることなか ら

ん。」(教 義 と聖約64：23-24)

1913年 の教会の総大会で語 られた十

二使徒のラドガー ・クラウソン長老に

よる解説以上 にこの箇所 をよ く説明 し

得 たもの.はないでしょう。

「これ はどの ような意味 だろうか
。

什分の一 を納 めなければ，主が火の玉

を天か ら降 ろして，その人 を焼 き尽 く

してしまうという意味だろうか。いや，

それ は主の方法ではない。主 は自然の

原則 にのっとって事 を行なわれるお方

である。私の理解が正しければ， これ

の意味するところは，什分の一を納め

ずに主の明白な戒 めを無視 する人か ら

は，主のみたまが離れ去 ってしまう，

すなわち，義務 を続 けて怠るな らば，

神権の権威がその人か ら失われてしま

う， というのである。徐々にではある
やみ

が確実に，その人 は闇の中へ さまよい

行 き，ついには……悪人 と共 に目を上

げて見ることになる。そこが そのよう

な人々が終局的 に行 き着 く先である。

そ して，滅び と焼 き尽 くす火 とが来る

とき，その人 は悪人 と共 にいて，滅ぼ

され ることになる。 これに対 して律法

に従 った人々は義人の中にいて守 られ

るであろう。天 にまします神が，義人

を保護 し守って くださると約束された

か らである。皆 さんに申し上 げたい。

悪人が焼かれ，滅 ぼされる日が来 る。

そのとき私たちはどこにいるだろうか。

悪人の中であろうか，義人の中であろ

うか。」(「大 会報 告」1913年10月 ，p.

59。「末 日の予言者 と教義 と聖約」第3

巻 ，pp.350-51に 引用)

什 分の一 を納めることは，経済的な

問題ではな く，む しろ信仰の問題です。

什分の一 を納めるときに，信仰が強 ま

り，霊性 も高ま ります。神の律法に従

順 な人の心の中には，天来の平安が絶

えず宿っています。什分 の一 の義務を

果たし始 めるだけで，天 の祝福がせ き

を切 ったように注がれ ます。本当に主



を愛 し，主に信頼 を寄せている人 なら，

みずか ら進んで しか も喜んでそのよう

にするでしょう。主が予言者マラキに

よって，什分 の一 を納める人 に与 えて

くださった驚 くべ き約束 にも，心を留

めるべ きです。律法 は永遠であって，

約束されている祝福 もまた同様です。

基本的な天の律法のひ とつ は，主が与

えて くださる祝福 は，その祝福が基づ

く律法 に従 うことによって授けられる，

とい うものです。(教 義 と聖約130=20

-21参 照)什 分の一 を実際に納めず に
，

そ こから得 られる祝福 を手 にすること

はで きません。自分が預金 していない

銀行口座か ら利子 を受 け取 ることはで

きないのと同 じです。 この点 について

真剣 に考慮す るなら，什分 の一を納め

られない，などとい うことはないはず

です。ほかの神のすべての律法 と同様

に，什分 の一の律法に対する証は，そ

れに従 うときにもたらされます。

この話 の初 めに引用 したように， ゴ

ー ドン ・B・ ヒンクレー副管長 は什分

の一 の納入 を，そのほかの様々な原則

をわ きに置いても，守るべ き基本原則

のひ とつ として挙 げられました。 ヒン

クレー副管長 に代わって語 ることなど

私には思いも及び ませんが，察す るに，

ヒンクレー副管長は次のような事柄 を

はっきりと認識 されていたのではない

か， とい う思いが私 の心を離れません。

すなわち聖徒たちが什分の一を納める

ならば，彼 らのイエス ・キ リス トを信

じる信仰 は増 し，霊性 は高まり，証 は

堅固になり，彼 らが切実に必要 として

いる祝福は豊かに与えられ，神の王国

建設に対する責任 を人々 と分かち合お

うという気持ちが生 じ，主に対する愛

は深 まり，礼拝 と聖徒 たち との交流に

対す る望みは強 まり，神が注 ぎたもう

祝福への認識 と理解力が伸び，生活が

向上するであろうとい うことです。信

仰 や献身 の度合いが深 まるにつれ，人

はあらゆる点で福音の原則に従った生

活を送 り，神 の聖徒たち との完全な交

流を保ち，主の宮居で授 けられ る儀式

をはじめ，神が忠実 な息子，娘たちの

ために用意 してお られ る最大の祝福 を

受けるにふ さわ しい者にな りたい， と

願 うようにな ります。

什分の一の律法を守 るのはむずかし

くあ りません。実に簡単 です。すべて

のものを授 けて くださったお方に，自

分の収入の中か ら10分 の1を お返 しす

ればいいだけです。神 はこの地球 とそ

の中にあるすべてのものを創造 され ま

した。すべての貴重な金属がどこに埋

蔵 されてい るか，人類 の珍重す る宝石

類が どこで見付かるか，石油が どこで

発掘で きるか，地の宝が どこに隠され

ているか，すべてをご存 じです。地上

における神の王国建設に必要な費用の

全額 を賄 うために， そうした秘密の全

部 または一部 を主の予言者たちに明か

す こともで きるのです。 しか し，主が

そのような方法で ご自分のみ業 の経済

基盤 を用意 されることはあ りません。

むしろ什分の一 の律法 を備 えて，人が

利己心 と貧欲 を退 け，信仰 を持 って主

に心 を向けるとき，彼 らの生活を祝福

で きるようにされ るのです。主は私た

ちの霊性を伸ば し，一層献身で きるよ

うに助 けたいと望んでお られ ます。そ

れは，私たちが より高い天の律法 に従

って生活 し，世 の事柄か ら離れ，バ ビ

ロンか ら逃れられるようにするためな

のです。それが什分の一の律法なので

す。天父の助 けがあって，私 たちが こ

の神聖な戒めを正直 に守れ るように願

ってい ます。

過 ぎし日を振 り返 り，

明 日を見詰め る

ノーラ ・リバー ト

ア
ジア地域の教会 の一員であるこ

とを本当にうれし く思ってい ま

す。 この数カ月の間に起 こったた くさ

んの出来事を通 して天父 を身近に感 じ，

多 くの教会指導者か ら良い影響を受 け

てきました。さらにそのような機会が

用意されています。
クワンジユ

4月 に韓国の光 州 とソウルで，ヒン

クレー副管長， そしてマックスウェル

長老ご夫妻 を招いて開かれた地区大会

は本当に霊的な集会で した。彼 らの霊

感 に満 ちた説教 を聞けることは大 きな

祝福です。 ヒンクレー長老 を見ている
しもべ

だけで，主がその僕 をどれほど強め，

鼓舞 してお られ るかがわか りました。

アジア地域での短 い滞在期間中，ヒン
ホンコン

クレー長老は香港 と日本 における用務

を果たされ ました。

中央初等協会会長のマイカ リーン ・

P・ グラス リ姉妹 は，4月 にユタ州 ソ

ル トレークシティーで行 なわれた初等

協会 のオープンハウスで，すばらしい

話 をされました。二一 ファイ第3書17

章 の聖句を引用して，子供たちへの接

し方や教え方について救い主が どのよ

うな模範を示 されたか を，教えて くだ

さい ました。 この章 を深 く考 えなが ら

読めば，主にある子供たち と共 に活動

してい くうえで，洞察力や霊感 を新た

にで きるでしょう。

6月 には中央若い女性会長のアーデ

ス ・G・ カップ姉妹 を日本 と韓国 にお

迎 えし，指導者会が行 なわれました。

アジア地域 の教会 の青少年 は，「若人

のために」(34285300)と い う大管長会

のメッセージが掲載 された新 しいパ ン

フレッ トを受 け取 った ことと思います。

8月 には香港で地域ユースカンファレ

ンスが開かれ， この新 しいパンフレッ

トがテーマに採 り上 げられた と聞いて

い ます。 このパ ンフレットにあるメッ

セージは，国情や文化の違いを越えて，

聖徒の道/1991年8月 号
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ブルガ リアに新伝道部

創設 される

ル ガ リア に,ヨ ー ロ ッパ で37番

ブ 目,世 界 で は268番 目 の ソフィ
ア伝道部 を開設することが,大 管長会

より発表された。

この新伝道部 は,東 欧で本年度設立

される伝道部 としてはドイツ･ベ ルリ

ン伝道部に続いて2番 目である。 この

ふたつの伝道部 は共 に7月1日 に活動

が開始 される。

新 しい伝道部 の伝道部長 に召 された

のは,ブ ルガ リアのプレスラブ出身の

キ リル･P･キ リアコワ兄弟(68歳)で

ある。キリアコワ伝道部長 は1966年 に

教会 に改宗 し,召 された ときは,歯 科

医を退職 して合衆国バージニア州フェ

アファックスステーキ部マナサス第1

ワー ド部 に所属 していた。 これまでブ

ルガ リア海軍で軍務に就 き,そ の後教

会ではステーキ部宣教師,ワ ー ド部書

記,支 部書記,ス テーキ部書記,ワ ー

ド部財政担当書記の責任 を果た して き

た。

妻 のネベ ンカ･レ オニ ド･イ リエバ

姉妹 もブルガ リアの出身で,こ れ まで

様々な責任 をワー ド部やステーキ部 で

果たして きた。 また,神 殿職員や教会

の翻訳者 としても働 いて きた。ふた り

の子供がいる。

ブルガ リア･ソ フィア伝道部 はオー

ス トリア･ウ ィー ン東伝道部 より分割

され設立 された。新伝道部内の人 口は

900万 人 で,そ のうち教会員 は約50人

である。(編 注一 この人数 は伝道部

設立 前 の1991年5月 現在 の ものであ

る)オ ース トリア･ウ ィー ン東伝道部

の伝道部長を務め,4月6日 に七十人

第二定員会会員に支持 されたデニス･

B･ノ イ エンシュバ ンダー長老 は次の

よ うに述 べ て い る。｢ブ ル ガ リアの

人々 は宗教に とて も好意的であり,宣

教師 は大 きな影響 を及ぼしています。｣

1990年9月10日,ブ ルガ リアの地 に

最初 に到着 した宣教師は2組 の夫婦宣

教師 とふたりの姉妹宣教師である。彼

らは英語教育 を通 じて伝道 の業 に携わ

ってきた。

1991年5月 の時点で ブルガ リアで伝

道の業 に携わっているのは10人 の長老

と4人 の姉妹宣教師,そ して2組 の夫

婦宣教師である。最初 のふたりの長老

が到着 したのは1990年11月13日 の こと

であった。

ほ とん どの宣教師はユーゴスラビア

か ら転任 してきてい るが,彼 らはブル

ガ リア語に近いセルポ･ク ロアティア

語 を話せ るため,言 葉 に大 きな支障 は

ない。

ノイエ ンシュバ ンダー長老 は次 のよ 召

うに述べている。

｢ブ ルガ リア人 は進歩的で繊細 な心

を持つ人々です。しかし,過 去4,50年

の問,宗 教を広めることは許 されてお

らず,ブ ルガ リアで は無神論 だけが公

に認め られた考 え方で した。人々には

選択の余地があ りませんで した。 しか

し,無 神論 によって も人 の心の奥底 に

ある光,確 かに存在す る何かを信 じ,

霊的 なものを求 める欲求が失なわれる

ことはあ りませんでした。 と言 うより,

それはできないことだったのです。

今,人 々の生活に大 きな変化が現わ

れています。大抵の人は聖書 もほかの

宗教書 も持 ってい ません。 このことが

かえって宗教への関心を非常に高めて

い ます。 もちろん霊的な事柄に対 して

さらに敏感 な人々 は,こ の新 しい自由

によって,こ れまで心 に閉ざしたまま

になっていたり,あ るいは人に知 られ

ないようにひそかに守 ってきた りした

信仰 を表に出せるようにな りました。

政府 関係者 もブルガ リア人 の求 めてい

る正直,道 徳 誠実を重んじるこの教

会 のような組織 を歓迎 してい ます。｣

(｢チャーチニューズ｣1991年5月18日 付)

｣
冨
■
■
匿
7
屠
濁
壕

ロシア共和 国の首相,

タバ ナ クル合 唱団 の コンサー トに
5招 待 され る

カリフォルニア州ロサンゼルス

シア共和 国のイワン･S。 シラ

ロ ェブ首相 は,6月24日 にモスク

ワ･ボ リシ ョイ劇場で催されたタバナ

クル合唱団のコンサー トに非公式の招

待 を受 けた。

十二使徒評議員会会員のラッセル･

M･ネ ル ソン長老 は,州 知事 を表敬訪

問す るためカ リフォルニア州 に滞在中

のシラエ ブ首相およびほかのロシア高

官 と,4月25日,ロ サンゼルスで対面

していた。

｢予定 されていたタバ ナクル合唱団

のロシアへのコンサー トツアーについ

て首相をはじめとす る方々 と話 しまし

聖徒の道/1991年8月 号
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伴 うなれなれ しい行為,ネ ッキングや

ペッティングにはがかわ らないで くだ

さい。

カ リフォルニア州ホーソン

ジャン･デ ィクソン

口多 くのテーマ

末 日聖徒イエス･キ リス ト教会版欽

定 訳 聖 書 の 項 目別 索 引 で｢道 徳

(morallty)｣の 項 を調べ ると,次 の よ

うに書いてあ ります。｢以 下の項参照。

慈愛,純 潔,清 さ,勇 気,恵 み,正 直,

誠 実,公 平,命 の神聖さ,慎 み,分 別,

正義,自 制,堅 固な態度。｣

このように,た くさんの話すべ きテ

ーマがあ ります
。 まずひ とっを選んで,

話 し合 って ください。若人に教 える と

きに視覚教材が役立つ こともあ ります。

視覚教材を使 うと,若 人 の注意力が持

続す るか らです。

チェコスロバキア･プ ラハ伝道部

クリス･キ ャノン長老

■肯定的な面 を強調する 一

福音のほかのテーマ と同様 に,性 に

関 して も,子 供たちがまだ幼い うちか

ら,十 分 な時間をか けて教えることが

肝要です。教会には子供 に道徳を教 え

るうえで役立つ資料がた くさんあ りま

す。私たちは｢良 い親になるために｣

(PBICO507JA,3125300)を 選 び ま し

た。この本か ら私たちは次の2点 を学

びました。第1に,性 的な関係にっい

てはほかの関係 とは異なっている,と

いうことを子供たちに教 える。第2に,

単 に言葉の上で道徳 を教 えるよりも,

模 範を示す方がずっ と大切である,と

いうことです。この本 はどの年代の子

供 にも当てはまるように書かれていま

す。

純潔の律法 について否定的な面 を強

調するより,肯 定的な面 を強調 して く

ださい。若人 にとって大切 なのは,道

徳的に清い生活を送るならす ばらしい

夫婦関係が築 ける,と いう点 を理解す

ることです。純潔 の律法 に従 って生活

す るなら,夫 婦は互いに完全 に相手 を

信頼で きます。 このような関係 こそ,

永 遠に続 くものなのです。

インディアナ州ブルー ミン トン

マイク･ド レイス,ア ン･ド レイス

■家族の一致

道徳教育は子供の誕生と共に始 まり

ます。家族の一致を促すことは大切で,

それには家族が道徳的な標準を守る必
はらから

要があ ります。伴侶,子 供,同 胞 に対
かぎ

する愛が その鍵 となるでしょう。家庭

はかなめ となる重要 な場所だからこそ,

教 会では家族 の大切 さを訴 え,家 族が

道徳的な標準をきちんと理解できるよ

うにし,そ の標準が神か ら与え られた

ものであることを理解 させ る必要があ

るのです。私たちの目的は,世 の者で

はな く神のようになることです。 その

ために聖典 を用いて教 え,青 少年 にも

聖典 を読むように啓発す る必要が あり

ます。家庭 の夕べ を開き,共 に教会¢)

出版物 を読 んで話 し合 い,祈 り,一 緒

に娯楽 の時間 を持 てるように努めなけ

ればな りません。､.

オ レゴン州 ミル トンフリーウォーター

ロジャー･ジ ョーゲンセン

■模範 によって教 える

模範によって教 えて ください。強制

するよりは導 く方が易 しいのです。自

分は知恵の言葉 を破 った り,標 準の低

い映画や雑誌 を見た りしてお きなが ら,

青 少年 に標準を受け入れるよう期待は

で きません。

言行 に矛盾をな くして ください。反

対することも必要ですが,怒 りに任せ

て反対 してはな りませ ん。必要な指導

は公平かつ敏速 に行なって ください。

適切 な機会 をとらえて,性 的な関係

やそのほかの事柄 について,率 直 に話

し合って ください。性的な関係 が,結

婚生活 において も悪い ものであ るとか,

罪 悪であるとい う印象は残 さないで く

ださい。 これは神様か らのすばらしい

贈 り物 なのです。 とはいえ,万 一結婚

という枠の外で使 うな らば,深 い悲 し

みをもたらすことになるのです。

メ リーランド州ベセズダ

スター リング･コ ル トン,エ リナ･コ

ル トン

■言行一致

良い模範 を示 し,言 行 を一致 させ,

その上で自分に も他人に も正直である

よう,青 少年に教えて ください。正 し

いことを行 なう勇気 をいつも持 っよう

聖徒の道/1991年8月 号

8

に教 え,聞 き上手 にな り,愛 を示して

くだ さい。彼 らの可能性 について何度

も教 え,幸 せ になってほしい と望んで

いることを子供たちに伝 えて ください。

青少年 に従 うべ き規則や指針 を与 え,

彼 らか らみずか ら適切な選択 をする特

権 とその報い とを奪わないで くだ さい。

子供が幼い うちに,慎 み深い服装 を

するよう教 えて ください。家族 の祈 り

の中で子供たちのために祈 って くださ

い。神殿結婚 と伝道 について一人一人

の子供 を準備 させて くだ さい。

ア リゾナ州 ラービーン

シンディ･マ ル ドネイ ド 。

■教材 を使 う

私の夫は,監 督 として,悔 い改 めに

は大 きな教育効果があることを理解す

るようにな りました。深刻な罪である

必要はありません。若い人々が生活の

間違いに気付 き,罪 を悔 いているとき

には,教 えを受け入れやすい状態にあ

ります。悔 いる精神のおかげで道徳的

な規範を身に付 けやすい状態になって

いるのです。若人 は,こ の世 的には魅

惑的 に見 えるもの も,実 は不快 なだけ

であることに気付 くのです。

教会で入手 できる視聴覚教材 には高

い利用価値があ ります。 どんな年齢層

の人々にも訴 える力 を持 っています。

きわめて楽 しく手近 な方法で,福 音の

真理が学べ ます。教会のビデオを見な

が ら,小 さな子供 に正直にっいて教え

て ください。十代の若人には,サ タン

が実在することを教えて ください。

特に安息日には,精 神を高揚させ る

音楽を家庭で楽 しんで ください。

アリゾナ州 メサ

クリステ ィン･ウ ォーカー

まとめ

1.模 範になる。家庭 で福音 の標準 に

添 って生活する。

2.小 さい ころか ら良い価値規準 を教

える。

3.コ.ミ ュニケーションを図る。道徳

について家族 で話 し合 う。

4.青 少年に愛 を示す。彼 らを信頼 し

ていることを態度で表わす。

(｢チ ャーチニ ューズ｣1991年2月9

日付)

‡

{

s

ー
孟

…
}

聾

量

-̀
F
一
,1

1㌔
｢
ド



葦¥;2普 麗阜窟轟圭｣ル灘

難糞
･

曝癖

1
,い囎

騰 羅

謙

騨難
》⑦王`2埠R究?算94々i撒 ¢章羽(∂

騨灯詠購⑦懸醇`}勲 蚕濠豊附 鯨く¢葺

臼く4年ユつ920.ε 毒 ⑦4算 〉}(へ}

G射 濠(∂1妾≧妊}G{野 終 獲`21歪 撃誕濠

昇;蒙(∂<懲1翠慎4Y46認 蟻 翻⑦獲2々

岨稟呂`2々R24(へ 影R管 事o認 つ峯

つ謀幽`αq嚇 阜臨罫(o宗 由;1§4盛

。4つ 峯皐くへ

}(褥 縁 聖9qえ`て へ尋皐ユ翠R7管

鍵濠仔早味}つ 胆智4群 算3`ユ(∂ 阜

9鯨 身ユ算 臼勲囎`算 く字彙(ラ<¢禦申倒

簾男`6禦 像謡叫翠{醐烈尋9ア ⑦2

一 。4つ 峯α尋219

ア評粛2々膨覚濠畢豊`6(審 遙 翠凹･(汐弱
`≧隊fO4つ 翠算(¢陛R｢<4

,ゑ詠 ⑦曾

算 忌R9ア 蓄男母呆墨}つ ユ 率2縁 〆ソ

者`吾 尋｣9く ぴ昇無 率4皐}用).(へ 認

`RlΣ444∠ 濠 よ｣`募 身2々霧(o昇;

稟 率9終 身つ隈i劉21王 。ゑ詠(汐46く ぴ

尋臼4慰 字凶翠12惇4獲 。>2尋 卑塾 目
`誰9(孝 く字く享味21～髪(へ}筥 劉}}本 母呆

§4々率(06醒 毒 圓与 。4つ 翠つ愚覇認

諏羅溜立罪慎4裂 冬R(P2`つ く字つ

。4卑詠9<字4G<字 尋罫1詠(∂阜導蓑}

つ遜測(Ol芸.ε戻男ユ蒋`'峯 忌詠 塁ぞ(へ

首⑦麹陛`勲 ユGR21歪4勲 蓋 濠坐圭

2を輿饗f。4つ 毒'y吾 季0系4詠 踵{1'終

弱(P峯 勲嘘`R9留 濠6(o戻 曾(字く¢罫1

醜鋼 τユ車塾頃 。4つ 寧くへく字園21逞(∂

塁稟率4G魅 字車窮濠中(∂墨図 くゲ1翼
`詠凶与翠湘(o妾 。4つ 詠R2⑦ 募R4

q).つ 簾 呂毒寮鵠1彦禦毒聴≡[}⑦雌暫
誇く儲

04つ 翠'4>

}く唱翻濠く;･譜脅翠12γY`雰 究44慢 勢母

謁聖⑦9く ¢qr章).(勾Ψ 濠悪辱暫辱 。4

つ 季q).G留 究認賜彰蓄騨 曾}呂 母畢

豊`終R21髪 身2々華箪 ⑦宗率2.6車 捧

6

4r¢ 一 口

鴫‡4'確(ラ 蓄肯 妾29<字 詳 。γ吾峯露

4<字 つ21首 稟 ⑦(圏4(∂ 曇罪惇4獲`}

6禦 羨 癖申魍(0曾 .巨当迎濠Yつ く字つ

。4つ 寧 α尋2々9ア?'確 〉ユ

(へ團濠嬰⑦要4粒`}6射 濠蜘箇 ユつ

悠21畢 盟と`皐 圏喜{1'(0ンYR!ソ 認!ソ認

2惇9>q}(へ 詣G譜 つφ曇当踊1郵 劉

ユつ9204つ 季つ046旦}G揖}

6賜 母雷主綜･き壬重鉢`α4蓄 罐濠健 妾

`詠@4(へ}G頚 母溺壕(o励 》 騰2々(盈4

⑦稟呂期 萎 。4つ 峯つO認q丑 臓 一L7弓

`04つ 蛋主射濠誉煙芋`令 醜冨(0霧(∂ ンY

4G与o[膨`}つ く字再濠嬉奪(o焉 壇零1

粒 ユ2者 。4つ 峯蓄髪 究てへ40塚2な 警

箪2哩 曾}呂 景畢豊`罫 惇4粒4零
。4つ 詠(き

く字4G逞fぞ｢9`2皐0尋2々Y⑦ 蜘(汐妾

94G身24恥;Fqつ 携｣。4つ 寧奴 膣

母扇覇⑦軸(P妾).G身21罵 綜 叢･き窮量

困(P車`RlΣ 壕21丑 塾2〃購到(へつ携
04つ

寧6嘩 味R24蓄 男 母畢豊9<¢R2?

》量>4令 αく字92創 蟹9(へ 究`く49

マつ詠⑦ 吸算(宰辱勲艮¥21宗 率詠4々認

99(奪 ユ､ζ揮 濠認窪 。4つ 峯つ濠子一
をゴミ

ロ∠ よユ(へ出母毅阜諏ン灘掌惇4｢陛

。4つ 毒 薬R(o

騨 ム撚字肇`騨8汰 ぴ獲04つ 峯勲蒼濠つ

浸(0戻 呂勲勘¥象4獲`目 二由ム861

。4詠 ⑦4G溜92｢。 くへ

4諏 藪21蒙 》(∂禦由縁[口爆}(o･←`老
ヨヨ

29く ¢認翻(へくへ曇一 。q尋 ‡12 く々字劉}

くへ騨濠←翠1劉皐レ?用21稟 呂 鰹 曾4嘘

。?駄4臨 翻 ⊇僻 ま穿妾Y`勲2慢 用21

鑑 難

号劃

¥

レ
.

戻呂｣。4つ 詠臨麹4Gi董 ⑦ 田さ曇一 粂

毒曇…万[b}劉阜詠重弔 。4つ 峯峯}(弘 令

終翻9留R｢(へ 泓4つ･←｣`阜3算4{
。4つ …景'躍(孝星え｢9ア つ毒くへ尋測R

2>鼻 鉱 準ユユ暑腿等 壕算 妾｣(馨(郭 ¢

Y膨(∂=丁 重肩 。4つ Ω.願劉?(へ2.Gく へ

〉準9終}レ 享`書 埠 出昌(o(きく¢昆塑
`弘留麺偉 輩謁(o}つR薯 蔚駁(∂…お…尋

票*鵬 豊 。4つ 寧4々i霧算9呈 究｢qつ

劉}く へ囑'2を(勾4⑦2γY(01群(汐2つ φ;9

嘩`}6籔2々 鬼阜廟｣`翠{9(享 着鬼戻蜀

(∂鋼宗つく字つ04ユ(0>て へ}G瞭 〉導巨

γ3!ソ3§4県 雌 ～含4軽24夏 薯呂`α 禦餌

R24G<¢ 尋 算 寧量2群}を｢oく へ4蓄

呂レ耳21ンY濠 畢費`}用2々 夏{雪}つ
　

ぞ些學碓耳王1童｣。4つ 詠!Y吾 季つ習腰

罰毒勲詳算壱勲q･(ρ｢挫味3算41。4つ

詠⑦ 粂44獅F用2型 夏薯男2々購一R聾 導耳

ユ6i壁2や 車聖 目>f`).6雛 母團号⑦

妾`誰4つ 誤冬}`1嘉 濠王♪巣尋ンi癖3

尋普遽戻男隈･き普曝阜恥`峯 將露妾
。4つ 寧勲蒼濠ム×姜訴yコ 日0ε目

ε虫εム612溺 一 え歪.`健4耳 母q>駈

}〈 へ團景鐸⑦盤雲(∂雌書(o× ミ×･∠:

恥 屋β`(ヘ ミラ2 朔々罐 耳 冬R(o騨 εε 。4

つ 季(ヘユ(1聾 味G(へ`Rq尋 終(汐(語?

儲謂潔轟毅励
,轟郵 ル塑

醤麗阜剛響田阜剛響□甲

二L細封 母).ミ〉喜

。乖
.ユ喪⑦ユG蟄 σ導;摯中蚕冥}

(り獅鱗誕1』｣ル塑`‡ ま1(り曾 ゑ4躇2コ}酸

。罪!1峯 ∩堅雪ユ當¥ユ11=P蝉 罐 菖ヨ…1

彙 ユ曜蟹冥腿 当車`宗 由:【9･4目 ∠主

∠86[寧,峯獅 去圏1｢⑦葦:?齪6轟 郵 ル郵

。真⊇β04宗=田(o暑`叫:♀E…

"(翠 箪盒)距 害猿羅zk21マ 蜷:β1=1着胆

9邸"豊 一蚤 。マ11⊇β叫:♀屋コ1普麗9甲 専

コマ蜷"(阜:章 盒)瓢 』轟幸｣ル灘`ユ ミタ

:¥:麗£【麻□叩=¥算q:卑 皇 コ1日8己自 シ曾

辛`､1宗 に圧♪調⑦醤胆9:耶¥影 團旱

I

1

1

1
｣1

1



業に携われ ることを感謝 してい ます。

そして,い つの 日か もう一度ふた りで

伝道 に出たい と,折 にふれては妻 と話

し合っているのです。(ふ じたけ･ゆ

きお)

み こころで した ら

従 います

山口地万部宇部支部

藤竹順子

73年 にバ プ テ ス マ を 受 け て 以 来,

19 14年間ずっと伝道に出るという
決心を持ち続けた主人の言葉に従い,

ささ

1年 半 の時間を主に捧げるべ く,伝 道

に出 ました。

ある任地で出会った家族 は,教 会員

の奥 さん と5人 の幼 い子供 たちが,ご

主人の改宗 を願 って何年 も祈 り続 けて

いました。 ご主人 はお酒が大好 きで,

酔 うと子供 たちや奥 さんに暴力を振 る

っていました。家族 はそんな父親 にお

びえ,い つ も顔色 をうかがっていまし

た。彼は以前 に奥 さんの勧 めで2度 宣

教師か ら福音 を学んだことがあ りまし

た。で も知恵の言葉 を紹介され るとお

酒をやめることができず,中 断 して し

まうのです。

その彼 と親 しく信頼関係を築 くまで

に,思 い付 くすべての方法を用い,蒔

間を費やしました。知 り合って2カ 月

たったころやっと福音を伝えることが

で きるまでになり,天 父 の存在やイエ

ス･キ リス トの使命,ジ ョセフ･ス ミ

スの見神 と順調 に進んでいきました。

けれ どもや はり知恵 の言葉を紹介す る

段 になるとゴ人が変わったように捨て

鉢 にな り,｢こ れ以上 聞いて も仕方が

ない。 こんな自分の祈 りを天父 は聞か
ゆる

れるはずがないし,罪 が赦 されるわけ

がない。お酒は絶対やめ られない。無

駄な ことはこれで終わ りにしましょう。

帰って ください｣と 吐 き捨てるように

言うのです。そのときの彼の顔 は別人

のようで した。｢二 度 と来 るな,帰 れ｣

と追い立てられるように席 を立 ちまし

た。驚いて返す言葉 もな く沈黙 してい

る私たちに,そ の場 の雰囲気 を察 した

子供たちがそれでも父親の改宗をあ き

らめ きれず,｢お 父 さん は教会員 にな

るよね。 きっとバプテスマを受けるよ

ね｣と,目 にいっぱい涙をためて哀願

す るのです。私たちにはお父 さんを改

宗する力はないか もしれないとも書え

ず,｢続 けて祈 ろうね｣と,涙 を見せな

いように精一杯笑 って別れを告げまし

た。

哀願する子供たちの顔を思い出す と

胸が張 り裂 けそうで した。アパー トま

での道 を自転車をこぐ元気 もな く,重

い足 ど りで とぼ とぼ歩 きました。｢私

たちが彼 らにで きることはもう何 もな

いのだろうか。主 は私 たちに何 をお望

みだろうか。｣考 えてみても頭の中 は

空 っぽで,何 も思 い付 きませんで した。

主のみ こころがわか らない ことほ どつ

らいものはあ りません。ふた り､で泣 き

なが ら宣教師は皆 同じ思い をするんだ

ろうか と話 していると,か って私たち

を改宗に導いて くれた宣教師の顔 が浮

かんで きました。､

どの くらい歩いたで しょうか。夫が

突然,｢あ る。彼 らにしてあげられ るこ

とがたったひ とっ残 されている｣と 言

うのです。｢そ れは何｣と 聞き返す と,

らぼ くの命が ある。10年 前交通事故 で

死んで当然の とごろを主よ り生か され,

あれか ら10年 。 た くさんの恵みの中で

生活 し,こ うして少 しな りとも主のみ

業 に使 ってもらった。思い残す ことは

もう何 もない よ,あ なたは寂 しい思い

をするだろうが,10年 も余分に一緒に

生活したんだか らあきらめがつ くよね。

頼むか ら,主 にぼ くを捧げる祈 りをし

て くれ,引 き換えに彼 の改宗ができる

なら｣と 真剣に言 うのです。主は正 し

い願いを何で も聞かれるお方であるこ

とを私 は知 ってい ましたか ら,｢お 願

いだか ら,私 にその祈 りをさせないで。

ひ とりに しないで｣と 何度 も何度 も泣

きなが ら言い ました。夫 も泣いてい ま

したが,結 局そうするだ ろうとわかっ

ていました。アパー トへ着 くな り夫は

ひざ まず き祈 りま した。｢こ の身で よ

ろしかったら,ど うぞ今す ぐにでも,

お取 りください。彼 らの祝福 と引き換

えにするに はあ ま りに小 さな命 です

が。｣そ の祈 りを聞 いて私 もひ ざまず

き,｢そ れが み こころで したら従い ま

す｣と すべて を主 に捧 げるっ もりで祈

りました。後か ら後か ら涙が出て眠沈

ませんで した。頭か ら布団をかぶ り,

声 を殺 して泣 きました。

それか ら2日 後,転 任発表の夜が来

ました。伝道部長か らは転任 は3カ 月

ごとにあると思って ください と最初 に

告げられていましたが,当 時ちょうど

その地で3カ 月がたとうとしていたの

です。 これか らどこへ転任 になるのだ

ろうか。彼の改宗を見 ることはで きな

くても,主 のみここ･ろは後の宣教師が

果たして くれる。 こう信 じて本部か ら

の電話を待ってい ました。ベルが鳴 り

ました。受話器 を取 ると,そ れは2日

前 に二度 と来 るな と言 った彼 です。

｢転 任 はあ りますか。4｢い いえまだ連

絡はありません。｣｢本 部 からの電話 は

あるはずがあ りません。神様が生 きて

お られ るならば,今 のぼ くの気持ちが

わかるはずです。藤竹長老 たちが転任

したらだれがぼ くにバ プテスマをする

のですか。 もし今転任があるな らば神

が生 きているとい うのはうそです。 こ

れか ら先二度 と神 を信 じることはない

で しょう。｣彼 はこう言 って電話 を切

伝道中の藤竹幸雄

兄弟とll頁子姉妹,

共に働く宣教師や

バプテスマ;を受け

るご家族と

聖徒 の道/1991年8月 号
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